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第1章  調査概要 
                                          

本調査研究は、文部科学省高等教育局大学振興課からの委託を受けて実施したものであ

る。調査概要は、以下のとおり。 

 

1－1  調査目的 

我が国の大学院教育は、昭和 62 年に設置された旧大学審議会による大学院制度の弾力化、

学位制度の見直し、大学院の評価、大学院の量的整備等、大学院の抱える様々な課題に対す

る累次の答申を踏まえ、その質的・量的整備等が進められてきた。一方で、人材養成の目的

に沿った教育の組織的展開が弱く、急速な量的拡大に伴う諸課題に対応しきれていないな

ど、国際的にも信頼される魅力ある大学院教育が展開されているとは言い難いといった指

摘がなされてきた。これを踏まえ、大学院教育の実質化、国際的な通用性・信頼性の向上、

グローバルに活躍する博士の養成等に取り組むため、文部科学省は「大学院教育振興施策要

綱」を平成 18年度に、「第 2次大学院教育振興施策要綱」を平成 23年度に、「第 3次大学院

教育振興施策要綱」を平成 28年度に策定し、各種制度改革や優れた取組への財政的支援等

を行ってきた。 

また、平成 31年 1 月には、中央教育審議会大学分科会において「2040 年を見据えた大学

院教育のあるべき姿 ～社会を先導する人材の育成に向けた体質改善の方策～（審議まと

め）」が取りまとめられ、2040 年の社会の需要に応えていくため、社会のニーズへのより一

層の対応をはじめとした大学院の体質改善に取り組むことが必要であると提言された。 

こうした動向を踏まえ、各大学においては、学位プログラムとしての大学院教育を確立し、

大学院教育の実質化をさらに進めること等を目的とした、教育改革の取組が積極的に行わ

れているところである。 

一方、文部科学省では、その状況を把握するため、我が国の大学院を置く全ての大学に対

し、教育内容等の改革状況に関する調査を行い、その調査結果を公表してきている。 

この調査結果については、グローバル化や知識基盤社会の進展に伴い国内外の社会の

様々な分野で活躍できる高度な人材が求められている現下の状況にかんがみると、単に大

学における教育内容の改善等の実施状況を文部科学省として把握するのみならず、わかり

やすい形で調査結果を公表し、大学院教育改革についての国民の理解を得ること及び調査

結果の分析を通じ、大学に対して国が行うべき支援や取組についての有益な知見を得るこ
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と等に活用するとともに、各大学に対しフィードバックを行い、各大学における大学院教育

改革の一層の推進に資することが重要と考えられる。 

以上のことを踏まえ、大学院教育改革の実態の把握及び分析等に関する調査研究を行う。 

 

1－2  調査方法 

国内の大学院を設置する全ての大学に対し、平成 30 年度の各大学における「第３次大学

院教育振興施策要綱」や「2040 年を見据えた大学院教育のあるべき姿（審議まとめ）」等を

踏まえた大学院教育改革の取組状況について、アンケート調査を行った。 

 

  調査対象 

大学院を置く全ての大学（学生募集停止の大学を除いた、国立大学、公立大学、私立大学

の計 621 大学）を対象とし、専攻・課程単位で状況を把握した。 

回収率は 94.0％（584 大学が回答）。 

 

  調査方法 

e メールによる調査票の発送及び回答票回収 

 

  調査時期 

令和元年 12 月 26 日～令和 2年 3月 9 日 



3 

第2章  大学院教育改革に関する取組状況 
                                          

大学院教育改革に関する取組状況について以下のとおり調査結果を示す。 

 

2－1  体系的な大学院教育の取組 

人材養成の目的や修得すべき知識・能力の内容に応じた体系的な大学院教育の取組内容

について聞いた。 

「研究者として必要とされる実験・論文作成等の研究手法を身に付ける科目を設置して

いる」「社会で広く活用できる汎用的なスキル（トランスファラブルスキル）として、身に

付けさせる教育を実施している」の実施割合が高い。 

図表 2-1 体系的な大学院教育の取組（n=5941） 
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「学外者からの高度で実践的な教育を受ける機会を提供している」の連携先について聞

いた。その結果、学外の連絡先は、「企業等産業界」の割合が高い。 

 

図表 2-2 体系的な大学院教育の取組 

「学外者からの高度で実践的な教育を受ける機会を提供している」 

（学外の連絡先）（n=2204） 
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「社会で広く活用できる汎用的なスキル（トランスファラブルスキル）として、身に付け

させる教育を実施している」について、どのような力を育成しているかを聞いた。 

「自ら課題を発見し設定する力」「自ら仮説を構築し、検証する力」「倫理観」の割合が高

い。 

 

図表 2-3 体系的な大学院教育の取組 

「社会で広く活用できる汎用的なスキル（トランスファラブルスキル）として、 

身に付けさせる教育を実施している」（取組の内容）（n=3407） 
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  時系列推移 

体系的な大学院教育の取組について、時系列の推移をみた。その結果、「研究者として必

要とされる実験・論文作成等の研究手法を身に付ける科目を設置している」「教養科目の設

置」「研究室のローテーションを実施」の割合が増加した。 

ただし、「複数専攻制を実施」「研究室のローテーションを実施」の取組は引き続き 10％

を下回っている。 

「専攻又は研究科を横断して共通のコア科目を設置している」「主専攻分野外の分野の授

業科目の体系的な履修を行っている」「複数専攻制を実施している」がいずれも低下してい

ることから、取組が主専攻分野に特化し、主専攻と異なる他分野の研究を横断的に学ぶ優先

度が下がっているとも考えられる。 

 

図表 2-4 体系的な大学院教育の取組の時系列推移 
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  課程別 

課程別にみると、全体的に「5 年一貫」制の大学院において、取組を実施している割合が

高い。特に、「研究者として必要とされる実験・論文作成等の研究手法を身に付ける科目を

設置している」「教養科目の設置」「研究プロジェクトの企画・マネジメント能力を養う科目

の設置」「研究室のローテーションを実施」「外国の大学等での教育研究の機会を提供」で、

他の課程と開きがある。 

一方で、「博士後期」の課程においては、「外国の大学等での教育研究の機会を提供してい

る」「寄付等、企業等から大学院教育に使用可能な外部資金がある」「共同研究におけるＲＡ

経費を企業が負担する環境を整備している」において、修士・博士前期課程よりも取り組み

を実施している割合が高いものの、その他の取組は、修士・博士前期課程よりも実施してい

る割合が低い。 
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図表 2-5 課程別 体系的な大学院教育の取組 

 

 

 

  

学修課題を複
数の科目等を
通じて体系的
に履修するコー
スワークを実施
している

主専攻分野
以外の分野の
授業科目の体
系的な履修を
行っている

専攻又は研究
科を横断して
共通のコア科
目を設置して
いる

教養科目を設
置している

研究者として
必要とされる
実験・論文作
成等の研究手
法を身に付け
る科目を設置
している

研究プロジェク
トの企画・マネ
ジメント能力を
養う科目を設
置している

複数専攻制を
実施している

研究室のロー
テーションを実
施している

外国の大学等
での教育研究
の機会を提供
している

プロジェクト形
式による授業
や課題を実施
している

学外者からの
高度で実践的
な教育を受け
る機会を提供
している

メンターによる
授業外のサ
ポートを提供し
ている

異分野の学生
間で切磋琢磨
できる環境を
整備している

産業界との連
携により、基礎
的な知識・能
力に関する共
通的な到達目
標の設定をし
ている

寄付等、企業
等から大学院
教育に使用可
能な外部資金
がある

企業、研究機
関、ＮＰＯ、
学協会等の関
係機関と連携
し、カリキュラム
や教材を開発
している

共同研究にお
けるＲＡ経費
を企業が負担
する環境を整
備している

社会で広く活
用できる汎用
的なスキル
（トランスファラ
ブルスキル）と
して、身に付け
させる教育を
実施している

A：修士、博士前期 57.5% 32.3% 46.6% 24.1% 76.7% 26.5% 6.7% 2.8% 38.4% 22.8% 38.8% 15.6% 37.8% 4.6% 15.4% 7.7% 5.2% 55.9%

B：５年一貫 68.2% 52.3% 50.0% 47.7% 97.7% 63.6% 15.9% 38.6% 72.7% 13.6% 29.5% 20.5% 29.5% 11.4% 11.4% 6.8% 6.8% 34.1%

C：博士後期 40.4% 21.4% 28.1% 15.7% 70.7% 24.1% 4.5% 2.5% 40.7% 18.7% 29.2% 16.1% 36.2% 3.8% 16.2% 6.4% 7.0% 55.4%
D：医学、歯学、薬
学、獣医学の博士 47.2% 59.2% 55.6% 21.6% 88.4% 21.2% 8.8% 2.8% 28.0% 12.8% 39.6% 15.2% 24.8% 2.8% 14.4% 2.8% 2.4% 59.2%

E：専門職 68.6% 21.8% 36.5% 12.8% 51.9% 25.6% 2.6% 1.9% 28.8% 38.5% 73.7% 37.2% 36.5% 12.8% 30.1% 26.9% 2.6% 62.2%
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「学外者からの高度で実践的な教育を受ける機会を提供している」の連携先については、

いずれの課程でも「企業等産業界」が高い。ただし、「専門職」課程において「地方公共団

体」が他の課程に差をつけて高い。 

図表 2-6 課程別 体系的な大学院教育の取組 

「学外者からの高度で実践的な教育を受ける機会を提供している」 

（学外の連絡先） 

 

  

企業等産業界 地方公共団体 職能団体 政府機関 その他 無回答

A：修士、博士前期 72.9% 19.5% 15.8% 16.2% 25.0% 0.2%

B：５年一貫 69.2% 7.7% 23.1% 23.1%

C：博士後期 73.0% 15.8% 17.8% 19.1% 25.1% 0.5%
D：医学、歯学、薬学、
獣医学の博士 58.2% 21.4% 21.4% 27.6% 48.0% 1.0%

E：専門職 51.8% 48.2% 28.6% 26.8% 27.7% 0.9%
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「社会で広く活用できる汎用的なスキル（トランスファラブルスキル）として、身に付け

させる教育を実施している」の育成する力については、課程によって内容が異なる。「5 年

一貫」制では、「高度な英語力を含むグローバル化に対応した優れたコミュニケーション能

力」が他の課程よりも特に高い。「専門職」では、「マネジメント能力」の割合が、他の課程

よりも高い。 

 

図表 2-7 課程別 体系的な大学院教育の取組 

「社会で広く活用できる汎用的なスキル（トランスファラブル 

スキル）として、身に付けさせる教育を実施している」 

（取組の内容） 

 

 

最先端の知にアク
セスする能力

自ら課題を発見し
設定する力

自ら仮説を構築
し、検証する力

社会的・経済的
価値を判断・創出
する能力

高度な英語力を
含むグローバル化
に対応した優れた
コミュニケーション
能力

倫理観 マネジメント能力

ＳＴＥＡＭ
（Science,
Technology,
Engineering,
Art,
Mathematics）
分野の基礎的な
知識

データサイエンスの
知識

知的財産に関する
知識

A：修士、博士前期 49.6% 83.3% 68.4% 34.9% 46.0% 62.2% 29.2% 23.0% 28.9% 33.9%

B：５年一貫 60.0% 93.3% 80.0% 33.3% 100.0% 80.0% 46.7% 46.7% 33.3% 46.7%

C：博士後期 56.4% 86.9% 74.8% 36.7% 49.0% 63.1% 28.8% 24.0% 26.7% 29.7%
D：医学、歯学、薬
学、獣医学の博士 66.2% 75.7% 65.5% 21.6% 50.0% 75.0% 19.6% 20.3% 36.5% 28.4%

E：専門職 40.2% 83.5% 69.1% 37.1% 23.7% 64.9% 50.5% 8.2% 12.4% 35.1%



11 

  分野別 

全体的に、理学・工学の方が人文科学・社会科学に比べ取り組みを実施している割合が

高い。特に、「専攻又は研究科を横断して共通のコア科目を設置」「教養科目の設置」「研

究プロジェクトの企画・マネジメント能力を養う科目の設置」「外国の大学等での教育研

究の機会提供」「学外者からの高度で実践的な教育を受ける機会を提供」については開き

があり、分野の特性として国際的な研究が行われているなどの状況が影響している可能性

がある。 

保健分野は、「主専攻分野外の分野の授業科目の体系的な履修」「専攻又は研究科を横断

して共通のコア科目を設置」「研究者として必要とされる実験・論文作成等の研究手法を

身に付ける科目を設置」において、他の分野より取り組みを実施している割合が高い。 
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図表 2-8 分野別 体系的な大学院教育の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

学修課題を複
数の科目等を
通じて体系的
に履修するコー
スワークを実施
している

主専攻分野
以外の分野の
授業科目の体
系的な履修を
行っている

専攻又は研究
科を横断して
共通のコア科
目を設置して
いる

教養科目を設
置している

研究者として
必要とされる
実験・論文作
成等の研究手
法を身に付け
る科目を設置
している

研究プロジェク
トの企画・マネ
ジメント能力を
養う科目を設
置している

複数専攻制を
実施している

研究室のロー
テーションを実
施している

外国の大学等
での教育研究
の機会を提供
している

プロジェクト形
式による授業
や課題を実施
している

学外者からの
高度で実践的
な教育を受け
る機会を提供
している

メンターによる
授業外のサ
ポートを提供し
ている

異分野の学生
間で切磋琢磨
できる環境を
整備している

産業界との連
携により、基礎
的な知識・能
力に関する共
通的な到達目
標の設定をし
ている

寄付等、企業
等から大学院
教育に使用可
能な外部資金
がある

企業、研究機
関、ＮＰＯ、
学協会等の関
係機関と連携
し、カリキュラム
や教材を開発
している

共同研究にお
けるＲＡ経費
を企業が負担
する環境を整
備している

社会で広く活
用できる汎用
的なスキル
（トランスファラ
ブルスキル）と
して、身に付け
させる教育を
実施している

A：人文科学 49.2% 20.1% 24.0% 9.6% 69.9% 7.1% 2.5% 0.2% 32.4% 11.1% 11.2% 11.3% 34.4% 0.5% 5.6% 1.4% 1.3% 46.1%
B：社会科学 49.2% 24.1% 25.6% 11.6% 66.2% 11.1% 4.8% 2.0% 29.8% 13.2% 26.2% 10.1% 29.6% 2.5% 10.1% 6.6% 1.5% 48.7%
C：理学 50.1% 27.6% 41.5% 29.0% 75.4% 26.2% 5.1% 3.9% 51.0% 21.8% 47.3% 24.6% 39.2% 2.6% 15.5% 5.3% 8.8% 65.0%
D：工学 51.4% 31.0% 46.7% 31.5% 74.6% 45.0% 8.6% 5.5% 53.6% 36.9% 55.8% 20.9% 43.8% 9.9% 27.7% 12.4% 14.5% 64.6%
E：農学 38.1% 35.4% 44.3% 20.3% 76.6% 32.6% 10.7% 5.8% 51.9% 23.4% 47.4% 16.5% 32.3% 3.1% 21.6% 7.9% 3.8% 68.0%
F：保健 53.7% 43.4% 55.2% 24.1% 89.4% 25.9% 6.2% 2.3% 22.8% 11.8% 38.9% 16.7% 30.9% 3.6% 13.9% 4.5% 1.2% 57.9%
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「学外者からの高度で実践的な教育を受ける機会を提供している」の連携先については、

いずれの分野でも「企業等産業界」が高い。「地方公共団体」「職能団体」については、人文

科学・社会科学の方が理学・工学に比べて高い。「政府機関」では「農学」が他の分野より

も高い。 

 

図表 2-9 分野別 体系的な大学院教育の取組 

「学外者からの高度で実践的な教育を受ける 

機会を提供している」（学外の連絡先） 

 

 

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

企
業
等
産
業
界

地
方
公
共
団
体

職
能
団
体

政
府
機
関

そ
の
他

A：人文科学（n=107） B：社会科学（n=305） C：理学（n=204）
D：工学（n=757） E：農学（n=138） F：保健（n=302）

企業等産業界 地方公共団体 職能団体 政府機関 その他

A人文科学 43.9% 24.3% 21.5% 11.2% 35.5%

B社会科学 69.2% 27.2% 22.6% 23.6% 28.2%

C理学 86.3% 10.8% 13.2% 18.1% 19.1%

D工学 85.9% 14.5% 11.6% 18.2% 15.3%

E農学 65.2% 13.8% 11.6% 34.1% 33.3%

F保健 57.6% 17.9% 21.2% 20.5% 41.1%
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「社会で広く活用できる汎用的なスキル（トランスファラブルスキル）として、身に付け

させる教育を実施している」の育成する力については、「自ら課題を発見し設定する力」「自

ら仮説を構築し、検証する力」が全分野を通じて高い。「倫理観」については「保健」「農学」

で高い。 

 

図表 2-10 分野別 体系的な大学院教育の取組 

「社会で広く活用できる汎用的なスキル（トランスファラブルスキル） 

として、身に付けさせる教育を実施している」（取組の内容） 

 

最先端の知にアク
セスする能力

自ら課題を発見し
設定する力

自ら仮説を構築
し、検証する力

社会的・経済的価
値を判断・創出す
る能力

高度な英語力を含
むグローバル化に対
応した優れたコミュ
ニケーション能力

倫理観 マネジメント能力

ＳＴＥＡＭ
（Science,
Technology,
Engineering,
Art,
Mathematics）
分野の基礎的な
知識

データサイエンスの
知識

知的財産に関する
知識

A：人文科学 50.9% 91.4% 81.6% 24.1% 41.6% 54.1% 6.6% 5.2% 10.7% 21.8%

B：社会科学 46.3% 83.9% 70.7% 44.5% 30.7% 55.8% 26.3% 11.3% 25.6% 25.8%

C：理学 71.1% 86.1% 70.4% 23.9% 58.6% 60.0% 19.6% 41.4% 38.6% 34.6%

D：工学 57.2% 84.7% 70.7% 44.9% 59.1% 61.6% 43.4% 38.1% 32.6% 46.1%

E：農学 42.9% 79.8% 66.2% 36.4% 60.6% 73.7% 20.2% 12.6% 33.8% 40.9%

F：保健 57.1% 77.3% 64.9% 21.8% 40.4% 82.0% 29.1% 19.3% 32.0% 20.4%



15 

2－2  組織的な教育・研究指導体制を確立するための取組 

組織的な教育・研究指導体制を確立するための取組内容について聞いた。 

「学位授与状況について公表」の割合が高く、次いで「教育の観点を含めた教育の業績評

価を実施」「教員や学生の異分野交流を促進するようなスペースを整備し機会を設置」の順

となっている。 

 

図表 2-11 組織的な教育・研究指導体制を確立するための取組（n=6101） 
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 時系列推移 

組織的な教育・研究指導体制を確立するための取組について、時系列の推移をみた。その

結果、いずれの項目とも実施割合が増加した。 

 

図表 2-12 組織的な教育・研究指導体制を確立するための取組の時系列推移 
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  課程別 

課程別にみると、すべての課程で「学位授与状況について公表している」が最も高い。「教

員や学生の異分野交流を促進するようなスペースを整備し機会を設けている」においては

「5 年一貫」制の大学院での実施率が他の課程に比べて高い。 

図表 2-13 課程別 組織的な教育・研究指導体制を確立するための取組 

 

 

  

教育の観点を含めた教員の業
績評価を実施している

教員や学生の異分野交流を促
進するようなスペースを整備し
機会を設けている

学位授与状況について公表し
ている 前記の取組は行っていない

A：修士、博士前期 56.2% 35.6% 81.5% 6.3%

B：５年一貫 63.6% 56.8% 95.5%

C：博士後期 54.2% 36.3% 89.1% 3.3%

D：医学、歯学、薬学、獣医学の博士 55.6% 23.2% 94.4% 0.8%

E：専門職 64.7% 32.7% 80.8% 6.4%
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  分野別 

 分野別でみると、課程別同様に全分野において「学位授与状況について公表している」が

最も高い。一方、「教育の観点を含めた教員の業績評価を実施している」については、理学・

工学や農学、保健で高く、人文科学・社会科学は低い。 

図表 2-14 分野別 組織的な教育・研究指導体制を確立するための取組 

 

 
  

教育の観点を含めた教員の
業績評価を実施している

教員や学生の異分野交流
を促進するようなスペースを
整備し機会を設けている

学位授与状況について公表
している

A：人文科学 42.0% 37.9% 88.8%

B：社会科学 40.9% 33.2% 86.1%

C：理学 59.4% 42.2% 86.1%

D：工学 67.4% 39.1% 82.9%

E：農学 57.0% 28.9% 87.6%

F：保健 65.0% 29.1% 84.7%
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2－3  研究倫理教育の実施と博士論文の指導・審査体制の改善 

研究倫理教育の実施と博士論文の指導・審査体制の改善について、博士後期課程を有する

課程に、研究倫理教育、指導体制に係る取組内容について聞いた。 

「複数の指導教員による論文指導体制を構築している」「研究室以外の場で研究倫理教育

を受ける機会を提供している」「博士論文に係る研究の進捗状況に関する中間発表を実施す

る仕組みを整備している」「複数の指導教員による論文指導体制を構築している場合、指導

の責任体制を明確にしている」「博士論文の作成に関連する研究活動などを単位として認定

し、その指導を強化している」の実施率が 5割を超えて高い。 

図表 2-15 研究倫理教育、指導体制（n=2534） 
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  時系列推移 

研究倫理教育、指導体制に係る取組の時系列推移をみると、「複数の指導教員による論文

指導体制を構築している」「研究室以外の場で研究倫理教育を受ける機会を提供している」

「博士論文に係る研究の進捗状況に関する中間発表を実施する仕組みを整備している」の

実施率が高い。 

「研究室以外の場で研究倫理教育を受ける機会を提供している」が平成 28年度から平成

30 年度にかけて大きく増加し、「複数の教員による論文指導体制を構築している場合、指導

の責任体制を明確にしている」の実施率が平成 28 年と比較して平成 30 年では高くなる一

方で、他の項目は下降傾向となっている。 

図表 2-16 研究指導体制に係る取組の時系列推移 
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  分野別 

「研究室以外の場で研究倫理教育を受ける機会を提供している」「複数の指導教員による

論文指導体制を構築している」「複数の教員による論文指導体制を構築している場合、指導

の責任体制を明確にしている」「博士論文の作成に関連する研究活動などを単位として認定

し、その指導を強化している」は、農学、保健が他の分野よりも高い。 

図表 2-17 分野別 研究指導体制に係る取組 

 
  

研究室以外の場で研
究倫理教育を受ける
機会を提供している

複数の指導教員によ
る論文指導体制を構
築している

複数の指導教員によ
る論文指導体制を構
築している場合、指導
の責任体制を明確にし
ている

異なる専攻の教員を
加えた論文指導体制
を構築している

博士論文に係る研究
の進捗状況に関する
中間発表を実施する
仕組みを整備している

学生の研究遂行能力
を適切に把握するた
め、適宜口頭試験を
実施するなど、専攻分
野等の理解度を確認
する仕組みを整備して
いる

博士論文の作成に関
連する研究活動などを
単位として認定し、その
指導を強化している

確実に論文指導の時
間を確保するためのオ
フィスアワーを設定して
いる

A：人文科学 67.7% 65.9% 58.7% 15.4% 71.5% 46.4% 44.6% 54.9%

B：社会科学 64.9% 69.7% 59.0% 15.4% 75.4% 41.2% 37.4% 47.2%

C：理学 68.0% 70.9% 64.5% 17.7% 58.6% 49.3% 59.1% 31.5%

D：工学 71.5% 72.8% 65.1% 35.4% 57.4% 44.8% 64.6% 40.3%

E：農学 78.4% 79.9% 76.3% 37.4% 74.1% 41.0% 74.1% 38.1%

F：保健 88.7% 74.9% 66.2% 35.9% 74.6% 45.1% 67.1% 41.3%
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2－4  博士論文の審査体制に関する取組 

研究倫理教育の実施と博士論文の指導・審査体制の改善に関する取組として、博士後期課

程を有する課程に、博士論文の審査体制に係る取組について聞いた。 

「審査委員が学位審査に当たって博士論文を精査する時間を十分に設けている」「博士論

文の全文をインターネットで公開している」「論文発表会を公開で実施している」の実施率

が 8割を超えている。 

「学位審査に係る委員名を公表している」「英語での論文作成や審査を認めている」「学位

申請を年間に複数回申請できる仕組みを整備している」「学位審査において、学外の審査委

員を登用している」の順で 5割を超えている。 

図表 2-18 博士論文の審査体制に係る取組（n=2534） 
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「粗悪学術誌の対策」として実施している対策としては、「注意喚起の発出」が最も高い。 

図表 2-19 博士論文の審査体制に係る取組 

「粗悪学術誌の対策を行っている」（対策の内容）（n=758） 
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 時系列推移 

平成 28 年度から平成 30年度にかけては、「審査委員が学位審査に当たって博士論文を精

査する時間を十分に設けている」「類似度判定ソフトを導入」「指導教員は学位審査に関与し

ない」が増加したが、その他の項目は減少傾向となった。 

 

図表 2-20 博士論文の審査体制に係る取組の時系列推移 
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  分野別 

分野別にみると、保健分野では、「指導教員は学位審査に関与しない」が他の分野と比べ

て高い一方、「学位審査において、学外の審査委員を登用」が低く、指導教員以外の学内の

教員が学内審査に携わっていることが分かる。 

人文科学分野では、「学位審査において、学外の審査委員を登用」「学位審査に係る委員名

を公表している」の実施率が他の分野に比べて高い。 

「論文発表会を公開で実施している」「学位申請を年間に複数回申請できる仕組みを整備

している」「類似度判定ソフトの導入」「英語での論文作成や審査を認めている」は、人文科

学・社会科学分野に比べ、理工農保分野で実施率が高い。 

図表 2-21 分野別 博士論文の審査体制に係る取組 

 

 

指導教員が学位
審査に関与しない
こととしている

学位審査におい
て、学外の審査委
員を登用している

審査委員が学位
審査に当たって博
士論文を精査する
時間を十分に設け
ている

学位審査に係る
委員名を公表して
いる

論文発表会を公
開で実施している

博士論文の全文
をインターネットで
公開している

学位申請を年間
に複数回申請でき
る仕組みを整備し
ている

類似度判定ソフト
を導入している

英語での論文作
成や審査を認めて
いる

粗悪学術誌の対
策を行っている

A：人文科学 0.8% 78.2% 95.3% 88.3% 76.6% 92.7% 65.2% 29.4% 58.7% 13.5%

B：社会科学 1.7% 62.1% 92.6% 76.5% 71.2% 89.2% 71.2% 36.0% 65.7% 10.1%

C：理学 5.7% 76.0% 93.8% 81.8% 92.2% 85.9% 83.9% 55.2% 90.1% 36.5%

D：工学 0.9% 71.8% 92.6% 83.9% 95.1% 89.2% 87.7% 52.3% 94.2% 39.6%

E：農学 4.4% 62.8% 90.5% 88.3% 93.4% 92.7% 82.5% 41.6% 94.2% 37.2%

F：保健 49.2% 32.0% 92.9% 76.0% 91.1% 76.7% 77.2% 35.3% 87.1% 48.7%
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「粗悪学術誌の対策」として実施している対策は、各分野とも「注意喚起の発出」が最も

高い。「ジャーナルのホワイトリストまたはブラックリストの紹介」「ジャーナル選択時のチ

ェックリストの作成」は「農学」が、「相談体制の確立」は「人文科学」「社会科学」が他の

分野に比べて高い。 

 

図表 2-22 分野別 博士論文の審査体制に係る取組 

「粗悪学術誌の対策を行っている」（対策の内容） 

  

注意喚起の発出
ジャーナルのホワイトリ
ストまたはブラックリスト
の紹介

ジャーナル選択時の
チェックリストの作成 相談体制の確立 その他

A：人文科学 71.2% 7.7% 13.5% 34.6% 19.2%

B：社会科学 64.3% 16.7% 16.7% 40.5% 14.3%

C：理学 77.1% 24.3% 11.4% 22.9% 11.4%

D：工学 85.4% 21.9% 15.5% 27.4% 6.8%

E：農学 78.4% 43.1% 27.5% 23.5% 3.9%

F：保健 73.6% 13.9% 19.2% 20.7% 20.7%
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2－5  将来大学職員となる者を対象とした教育能力養成システムの構築等 

将来大学職員となる者を対象とした教育能力養成システムの構築等に係る取組について

聞いた。 

「在学生や入学を志望する者に対して、在学中に必要な学費等の経費や経済的支援メニ

ュー等の情報（ファイナンシャル・プラン）を明示している」は 5 割を超えている。 

 

図表 2-23 将来大学職員となる者を対象とした 

教育能力養成システムの構築等に係る取組（n=6101） 

 

  



28 

「大学院生を対象としたプレＦＤを実施している」場合、どのような対象で取組を行って

いるかについては、「ＴＡやＲＡ業務にあたって、授業設計等教育能力向上を目的とした研

修を大学として組織的に行っている」の実施率が最も高く、「希望者」を対象とする割合が

高い。 

 

図表 2-24 将来大学職員となる者を対象とした 

教育能力養成システムの構築等に係る取組 

「大学院生を対象としたプレＦＤを実施している」（対象）（n=1413） 
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「大学院生を対象としたプレＦＤを実施している」場合、どのような枠組みで取組を行っ

ているかについては、「ＴＡやＲＡ業務にあたって、授業設計等教育能力向上を目的とした

研修を大学として組織的に行っている」の実施率が最も高く、「それ（授業科目）以外」の

枠組みで実施している割合が高い。 

 

図表 2-25 将来大学職員となる者を対象とした 

教育能力養成システムの構築等に係る取組 

「大学院生を対象としたプレＦＤを実施している」（枠組み）（n=1413） 
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  課程別 

課程別にみると、全ての課程で「在学生や入学を志望する者に対して、在学中に必要な学

費等の経費や経済的支援メニュー等の情報（ファイナンシャル・プラン）を明示している」

が 5 割を超えている。 

図表 2-26 課程別 将来大学職員となる者を対象とした 

教育能力養成システムの構築等に係る取組 

 

 

 

 

 

大学院生を対象としたプレFDを
実施している

他大学等における自大学の学
生が参加できるプレFDの情報
提供を行っている

在学生や入学を志望する者に
対して、在学中に必要な学費等
の経費や経済的支援メニュー等
の情報（ファイナンシャル・プラ
ン）を明示している

A：修士、博士前期 21.0% 5.7% 59.4%

B：５年一貫 34.1% 13.6% 50.0%

C：博士後期 26.3% 7.4% 60.7%
D：医学、歯学、薬学、
獣医学の博士 23.2% 4.0% 61.2%

E：専門職 21.8% 5.8% 63.5%
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「大学院生を対象としたプレＦＤを実施している」場合の取組としては、「ＴＡやＲＡ業

務にあたって、授業設計等教育能力向上を目的とした研修を大学として組織的に行ってい

る」の実施率が各課程とも最も高い。 

図表 2-27 課程別 将来大学職員となる者を対象とした 

教育能力養成システムの構築等に係る取組 

「大学院生を対象としたプレＦＤを実施している」（対象） 

※上段：取組を実施している割合（総数） 

下段の左側：うち全員を対象とした取組の割合、下段の右側：うち希望者を対象とした取組の割合 

全員 希望者 全員 希望者 全員 希望者 全員 希望者 全員 希望者 全員 希望者

5.4% 25.9% 4.2% 15.2% 16.0% 47.4% 0.1% 4.2% 0.8% 4.7% 1.4% 2.6%

ー 53.3% 13.3% 6.7% 6.7% 66.7% ー 13.3% ー 13.3% ー ー

5.1% 34.2% 1.9% 20.7% 11.5% 52.5% 0.5% 13.8% 0.9% 12.1% 1.4% 3.7%

3.4% 36.2% 1.7% 22.4% 8.6% 55.2% ー 17.2% ー 17.2% 3.4% 8.6%

29.4% 20.6% 11.8% 5.9% 11.8% 47.1% 5.9% ー 2.9% 2.9% ー 2.9%

2.9%
E：専門職

50.0% 17.6% 58.8% 5.9% 5.9%

5.1%

D：医学、歯学、薬
学、獣医学の博士

39.7% 24.1% 63.8% 17.2% 17.2% 12.1%

C：博士後期
39.3% 22.6% 63.4% 14.3% 12.9%

学生指導方法や教材作成
方法等、教育能力向上を
目的とした講義等の取組を

実施している（対象）

外部から専門家を招いて講
義等を行っている（対象）

TAやRA業務にあたって、授
業設計等教育能力向上を
目的とした研修を大学として

組織的に行っている
（対象）

教育関係共同利用拠点等
を活用した取組を行っている

（対象）

大学内外で行われる若手
研究者や大学教員の養成
プロセスとの有機的な接続も
考慮した取組を行っている

（対象）

その他の取組を行っている
（対象）

4.0%

B：５年一貫
53.3% 20.0% 73.3% 13.3% 13.3% ー

A：修士、博士前期
31.3% 19.4% 63.0% 4.3% 5.6%
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図表 2-28 課程別 将来大学職員となる者を対象とした 

教育能力養成システムの構築等に係る取組 

「大学院生を対象としたプレＦＤを実施している」（枠組み） 

 

 

※上段：取組を実施している割合（総数） 

 下段の左側：うち授業科目で実施した割合、下段の右側：うち授業科目以外で実施した割合 

  

授業科目 それ以外 授業科目 それ以外 授業科目 それ以外 授業科目 それ以外 授業科目 それ以外 授業科目 希望者

10.2% 20.8% 9.9% 8.9% 9.9% 51.7% 0.4% 3.8% 0.7% 4.9% 0.3% 3.6%

6.7% 46.7% 13.3% 6.7% 6.7% 66.7% ー 13.3% ー 13.3% ー ー

5.8% 32.8% 4.9% 17.3% 6.6% 56.3% 0.2% 14.1% 0.5% 12.4% 0.9% 4.1%

17.2% 20.7% 5.2% 19.0% 5.2% 58.6% 6.9% 10.3% ー 17.2% 1.7% 10.3%

29.4% 20.6% 14.7% 2.9% 5.9% 52.9% 2.9% 2.9% 5.9% ー ー 2.9%

学生指導方法や教材作成
方法等、教育能力向上を
目的とした講義等の取組を

実施している（課程）

外部から専門家を招いて講
義等を行っている（課程）

TAやRA業務にあたって、授
業設計等教育能力向上を
目的とした研修を大学として

組織的に行っている
（課程）

教育関係共同利用拠点等
を活用した取組を行っている

（課程）

大学内外で行われる若手
研究者や大学教員の養成
プロセスとの有機的な接続も
考慮した取組を行っている

（課程）

その他の取組を行っている
（課程）

3.9%

B：５年一貫
53.3% 20.0% 73.3% 13.3% 13.3% ー

A：修士、博士前期
30.9% 18.8% 61.6% 4.2% 5.6%

4.9%

D：医学、歯学、薬
学、獣医学の博士

37.9% 24.1% 63.8% 17.2% 17.2% 12.1%

C：博士後期
38.6% 22.3% 62.9% 14.3% 12.9%

2.9%
E：専門職

50.0% 17.6% 58.8% 5.9% 5.9%
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  分野別 

分野別では、全ての分野で「在学生や入学を志望する者に対して、在学中に必要な学費等

の経費や経済的支援メニュー等の情報（ファイナンシャル・プラン）を明示している」が 5

割を超えている。 

図表 2-29 分野別 将来大学職員となる者を対象とした 

教育能力養成システムの構築等に係る取組 

 

 

大学院生を対象としたプレFD
を実施している

他大学等における自大学の学
生が参加できるプレFDの情報
提供を行っている

在学生や入学を志望する者に
対して、在学中に必要な学費
等の経費や経済的支援メ
ニュー等の情報（ファイナンシャ
ル・プラン）を明示している

A：人文科学 15.1% 3.2% 64.3%

B：社会科学 13.0% 2.6% 59.0%

C：理学 28.5% 7.4% 55.7%

D：工学 28.7% 9.0% 59.2%

E：農学 24.4% 7.6% 66.0%

F：保健 27.8% 5.7% 59.8%
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「大学院生を対象としたプレＦＤを実施している」場合の取組としては、「ＴＡやＲＡ業

務にあたって、授業設計等教育能力向上を目的とした研修を大学として組織的に行ってい

る」の実施率が各分野とも最も高い。 

図表 2-30 分野別 将来大学職員となる者を対象とした 

教育能力養成システムの構築等に係る取組 

「大学院生を対象としたプレＦＤを実施している」（対象） 

 

※上段：取組を実施している割合（総数） 

  下段の左側：うち全員を対象とした取組の割合、下段の右側：うち希望者を対象とした取組の割合 

全員 希望者 全員 希望者 全員 希望者 全員 希望者 全員 希望者 全員 希望者

4.9% 29.2% 7.6% 13.9% 11.1% 49.3% 1.4% 7.6% 1.4% 9.0% ー 2.8%

7.3% 17.2% ー 9.9% 15.9% 48.3% ー 2.6% 2.0% 4.6% 2.0% 7.9%

ー 46.3% 2.4% 22.8% 10.6% 52.8% ー 7.3% ー 13.8% ー 2.4%

2.3% 29.2% 0.8% 12.8% 21.5% 40.0% ー 13.3% ー 7.7% 3.6% 1.5%

1.4% 38.0% 1.4% 5.6% 4.2% 62.0% ー 4.2% ー 5.6% ー ー

10.6% 37.5% 6.5% 30.1% 7.9% 41.2% 0.9% 7.9% ー 9.7% 0.9% 6.9%

学生指導方法や教材作成
方法等、教育能力向上を
目的とした講義等の取組を

実施している（対象）

外部から専門家を招いて講
義等を行っている（対象）

TAやRA業務にあたって、授
業設計等教育能力向上を
目的とした研修を大学として

組織的に行っている
（対象）

教育関係共同利用拠点等
を活用した取組を行っている

（対象）

大学内外で行われる若手
研究者や大学教員の養成
プロセスとの有機的な接続も
考慮した取組を行っている

（対象）

その他の取組を行っている
（対象）

2.8%

B：社会科学
24.5% 9.9% 64.2% 2.6% 6.6% 9.9%

A：人文科学
34.0% 21.5% 60.4% 9.0% 10.4%

2.4%

D：工学
31.5% 13.6% 61.5% 13.3% 7.7% 5.1%

C：理学
46.3% 25.2% 63.4% 7.3% 13.8%

ー

F：保健
48.1% 36.6% 49.1% 8.8% 9.7% 7.9%

E：農学
39.4% 7.0% 66.2% 4.2% 5.6%
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図表 2-31 分野別 将来大学職員となる者を対象とした 

教育能力養成システムの構築等に係る取組 

「大学院生を対象としたプレＦＤを実施している」（枠組み） 

 

 

※上段：取組を実施している割合（総数） 

 下段の左側：うち授業科目で実施した割合、下段の右側：うち授業科目以外で実施した割合 

  

授業科目 それ以外 授業科目 それ以外 授業科目 それ以外 授業科目 それ以外 授業科目 それ以外 授業科目 希望者

11.8% 20.8% 7.6% 13.9% 14.6% 44.4% 2.1% 6.9% 0.7% 9.8% ー 2.8%

6.0% 18.5% 2.6% 6.0% 7.3% 55.6% ー 2.6% ー 6.6% ー 9.9%

12.2% 34.1% 13.0% 12.2% 7.3% 56.1% ー 7.3% ー 13.8% 0.8% 1.6%

1.0% 30.5% 2.8% 10.5% 5.4% 53.8% ー 13.3% 0.3% 7.4% 1.3% 3.3%

ー 38.0% ー 5.6% 18.3% 47.9% ー 4.2% ー 5.6% ー ー

22.7% 25.0% 11.1% 25.0% 5.1% 44.4% 1.9% 6.9% 0.9% 8.8% 0.5% 7.4%

学生指導方法や教材作成
方法等、教育能力向上を
目的とした講義等の取組を

実施している（課程）

外部から専門家を招いて講
義等を行っている（課程）

TAやRA業務にあたって、授
業設計等教育能力向上を
目的とした研修を大学として

組織的に行っている
（課程）

教育関係共同利用拠点等
を活用した取組を行っている

（課程）

大学内外で行われる若手
研究者や大学教員の養成
プロセスとの有機的な接続も
考慮した取組を行っている

（課程）

その他の取組を行っている
（課程）

2.8%

B：社会科学
24.5% 8.6% 62.9% 2.6% 6.6% 9.9%

A：人文科学
32.6% 21.5% 59.0% 9.0% 10.4%

2.4%

D：工学
31.5% 13.3% 59.2% 13.3% 7.7% 4.6%

C：理学
46.3% 25.2% 63.4% 7.3% 13.8%

ー

F：保健
47.7% 36.1% 49.5% 8.8% 9.7% 7.9%

E：農学
38.0% 5.6% 66.2% 4.2% 5.6%
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2－6  大学院修了生のキャリアパスの確保と可視化の推進 

大学院修了生のキャリアパスの確保と可視化の推進に係る取組状況について聞いた。 

「修了生の就職状況の詳細をインターネット等で公表している」の実施率が高く 5 割を

超えている。 

 

図表 2-32 大学院修了生のキャリアパスの確保と可視化の推進に係る取組（n=6101） 
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  時系列推移 

大学院修了生のキャリアパスの確保と可視化の推進状況の把握に係る取組状況の時系列

推移をみると、各項目とも減少傾向となっている。 

特に、「修了生の就職状況を、修了後以降継続して把握している」は、平成 28 年度から平

成 30年度にかけて大きく減少している。 

 

図表 2-33 キャリアパスの確保と可視化の推進状況の把握に係る取組の時系列推移 
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  課程別 

課程別にみると、全体的に「専門職」課程において取り組みを実施している割合が高い。

一方で、「医学、歯学、薬学、獣医学の博士」では、卒業後のキャリアパスが明確なためと

思われるが、全体的に取り組みを実施している割合が低い。 

「5 年一貫」制では、「博士人材データベース（ＪＧＲＡＤ）への学生の登録の推進」を実

施している割合が高い。 

 

図表 2-34 課程別 キャリアパスの確保と可視化の推進状況の把握に係る取組 

 

 

  

修了生の就職状況を、修了後以
降継続して把握している

修了生の就職状況の詳細をイン
ターネット等で公表している

修了生の就職状況や活躍状況
を踏まえ、組織再編やカリキュラム
の改善に取り組んでいる

博士人材データベース（ＪＧＲ
ＡＤ）への学生の登録を推進し
ている

A：修士、博士前期 25.0% 55.0% 19.8% 7.4%

B：５年一貫 22.7% 56.8% 11.4% 40.9%

C：博士後期 22.2% 52.6% 15.4% 21.7%
D：医学、歯学、薬学、獣医学
の博士 15.2% 46.0% 13.2% 17.2%

E：専門職 50.0% 59.6% 43.6% 7.7%
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  分野別 

分野別にみると、「修了生の就職状況の詳細をインターネット等で公表している」「博士人

材データベース（ＪＧＲＡＤ）への学生の登録を推進している」は、理学・工学・農学分野

で実施率が高く、人文科学・社会科学・保健分野では低い。 

 

図表 2-35 分野別 キャリアパスの確保と可視化の推進状況の把握に係る取組 

 

 

  

修了生の就職状況を、修了後以
降継続して把握している

修了生の就職状況の詳細をイン
ターネット等で公表している

修了生の就職状況や活躍状況
を踏まえ、組織再編やカリキュラム
の改善に取り組んでいる

博士人材データベース
（JGRAD）への学生の登録を
推進している

A：人文科学 19.6% 46.4% 11.1% 5.3%

B：社会科学 17.6% 44.2% 13.9% 6.5%

C：理学 24.4% 72.4% 16.0% 23.0%

D：工学 31.8% 63.0% 23.9% 19.6%

E：農学 20.3% 57.4% 17.9% 19.9%

F：保健 20.6% 47.9% 17.1% 13.4%
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2－7  大学院としての組織的な学生に対する就職支援 

大学院修了生のキャリアパスの確保と可視化の推進について、大学院としての組織的な

学生に対する就職支援に係る取組内容について聞いた。 

「インターンシップへの仲介等の支援や、インターンシップを実施している」「民間の就

職支援企業の活用や民間の就職サイトの積極的な周知利用を行っている」の実施率が 5 割

を超えて高い。 

 

図表 2-36 大学院としての組織的な学生に対する就職支援に係る取組（n=6101） 
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  課程別 

課程別では、全体的に「医学、歯学、薬学、獣医学の博士」の取り組みを実施している割

合が低い。 

 

図表 2-37 課程別 大学院としての組織的な学生に対する就職支援に係る取組 

 

 

民間の就職支援
企業の活用や民
間の就職サイトの
積極的な周知利
用を行っている

キャリアパスに関
する認識を高め
るための大学や
学生と企業等と
の対話の場や、
学生が自ら身に
つけた能力につい
て見つめ直す機
会を設けている

教育研究機関
以外へのキャリア
パス具体化のた
めの学生教員に
対する情報提供
の機会を提供し
ている

キャリアパスに関
する相談対応が
可能な専門のメ
ンターやコーディ
ネータの配置を
行っている

インターンシップへ
の仲介等の支援
や、インターンシッ
プを実施している

大学院修了者の
キャリアパスに関
する認識を高め
るため、大学と産
業界との間での
対話の機会を設
けている

若手研究者を対
象にポストの拡充
等を行い、安定
かつ自立して研
究を推進できる
環境を整備して
いる

アントレプレナー
シップ教育の充
実を図っている

その他

A：修士、博士前期 52.9% 40.5% 39.9% 39.7% 56.0% 21.4% 11.9% 11.3% 2.8%

B：５年一貫 40.9% 45.5% 45.5% 38.6% 40.9% 27.3% 15.9% 20.5% 4.5%

C：博士後期 48.5% 44.3% 43.5% 40.2% 52.6% 23.5% 20.9% 14.2% 2.3%
D：医学、歯学、薬学、
獣医学の博士 28.8% 26.0% 24.4% 27.2% 27.2% 13.6% 15.6% 8.4% 1.6%

E：専門職 44.9% 44.9% 35.3% 49.4% 60.9% 27.6% 12.2% 17.3% 4.5%



42 

  分野別 

分野別にみると、全体的に、理学・工学・農学分野で実施率が高く、人文科学・社会科学・

保健分野では低い。 

図表 2-38 分野別 大学院としての組織的な学生に対する就職支援に係る取組 

 

 

民間の就職支援
企業の活用や民
間の就職サイトの
積極的な周知利
用を行っている

キャリアパスに関
する認識を高め
るための大学や
学生と企業等と
の対話の場や、
学生が自ら身に
つけた能力につい
て見つめ直す機
会を設けている

教育研究機関
以外へのキャリア
パス具体化のた
めの学生教員に
対する情報提供
の機会を提供し
ている

キャリアパスに関
する相談対応が
可能な専門のメ
ンターやコーディ
ネータの配置を
行っている

インターンシップへ
の仲介等の支援
や、インターンシッ
プを実施している

大学院修了者の
キャリアパスに関
する認識を高め
るため、大学と産
業界との間での
対話の機会を設
けている

若手研究者を対
象にポストの拡充
等を行い、安定
かつ自立して研
究を推進できる
環境を整備して
いる

アントレプレナー
シップ教育の充
実を図っている

その他

A：人文科学 46.1% 30.3% 32.9% 30.3% 45.9% 7.8% 8.6% 3.2% 3.1%

B：社会科学 45.7% 31.4% 30.2% 29.2% 46.3% 12.4% 8.9% 7.0% 1.9%

C：理学 49.2% 56.1% 56.4% 51.3% 61.3% 35.0% 21.1% 16.7% 2.3%

D：工学 60.5% 58.4% 53.7% 51.1% 73.0% 40.8% 22.7% 22.9% 2.6%

E：農学 59.8% 59.1% 58.1% 46.0% 69.1% 25.8% 21.3% 16.2% 1.4%

F：保健 33.5% 26.4% 26.6% 27.9% 27.7% 15.4% 14.0% 8.4% 1.8%
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2－8  博士後期課程へのリクルート活動 

大学院修了生のキャリアパスの確保と可視化の推進について、博士後期課程を有する課

程に、博士後期課程へのリクルート活動に係る取組内容について聞いた。 

「博士課程における学費や経済的支援メニュー等の情報（ファイナンシャル・プラン）を

提供する」の実施率が高い。 

 

図表 2-39  2－8  博士後期課程へのリクルート活動に係る取組（n=2534） 
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  分野別 

分野別にみると、全体的に、理学・工学・農学分野で実施率が高く、人文科学・社会科学・

保健分野で低い。 

図表 2-40 分野別 博士後期課程へのリクルート活動に係る取組 

 

 

  

最先端の研究や学会
参加等、より高度で魅
力的な経験ができると
いう情報を提供する

博士課程修了後、大
学等における研究者の
みならず多様なキャリア
パスがあるという事例を
示す

具体的なロールモデル
を提供する

博士課程における学
費や経済的支援メ
ニュー等の情報（ファ
イナンシャル・プラン）
を提供する

その他

A：人文科学
（n=390） 31.3% 23.1% 13.1% 51.3% 2.8%

B：社会科学
（n=422） 26.1% 18.7% 10.4% 49.1% 0.9%

C：理学（n=203） 58.6% 54.7% 35.5% 63.1% 3.4%

D：工学（n=585） 58.8% 53.5% 29.1% 63.8% 3.9%

E：農学（n=139） 39.6% 42.4% 29.5% 59.0% 5.0%

F：保健（n=426） 38.5% 28.9% 19.5% 48.1% 3.5%
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2－9  リカレント教育 

リカレント教育について、社会人学生受け入れに係る取組内容について聞いた。 

「社会人入試の実施」が高い。「長期在学コースや短期在学コースの設置」「自大学のＨＰ

以外での広報活動、情報提供」「土日夜間授業の実施」などが続く。 

 

図表 2-41 社会人学生受け入れに係る取組（n=6101） 
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  課程別 

課程別では、全体的に実施率が「5 年一貫」制の実施率が低い。「自大学のＨＰ以外での

広報活動、情報提供」「関係機関（業界団体や教育関連企業等）との連携」の「専門職」課

程の実施率が他の課程に比べて高く差が大きい。 

 

図表 2-42 課程別 社会人学生受け入れに係る取組 

 

 

 

 

 

関係機関（業界
団体や教育関連
企業等）との連携

土日夜間授業の
実施

オンライン授業の実
施

長期在学コースや
短期在学コースの
設置

社会人入試の実
施

サテライトキャンパ
スの設置

自大学のHP以外
での広報活動、情
報提供

履修証明プログラ
ムの開講 その他

A：修士、博士前期 10.8% 32.9% 7.4% 34.9% 66.8% 8.0% 31.6% 7.5% 3.1%

B：５年一貫 2.3% ー 2.3% 18.2% 9.1% ー 6.8% 13.6% ー

C：博士後期 10.3% 26.4% 6.9% 28.9% 57.6% 6.7% 32.3% 7.2% 2.2%
D：医学、歯学、薬
学、獣医学の博士 11.2% 55.2% 25.2% 26.4% 55.2% 3.6% 22.0% 4.4% 1.2%

E：専門職 48.7% 43.6% 14.1% 42.9% 55.1% 13.5% 54.5% 12.2% 6.4%
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  分野別 

分野別でみると、「保健」を除いて、「社会人入試の実施」が最も高い。「保健」では「土

日夜間授業の実施」が高く、他の分野との差が大きい。 

 

図表 2-43 分野別 社会人学生受け入れに係る取組 

 

 

  

関係機関（業界
団体や教育関連
企業等）との連携

土日夜間授業の
実施

オンライン授業の実
施

長期在学コースや
短期在学コースの
設置

社会人入試の実
施

サテライトキャンパ
スの設置

自大学のHP以外
での広報活動、情
報提供

履修証明プログラ
ムの開講 その他

A：人文科学 3.1% 20.9% 2.1% 31.8% 54.4% 2.9% 35.7% 3.2% 1.9%

B：社会科学 10.2% 40.3% 3.9% 29.3% 66.7% 10.9% 41.5% 5.3% 3.6%

C：理学 10.2% 12.1% 4.2% 23.9% 56.1% 2.3% 16.0% 7.7% 0.2%

D：工学 13.0% 21.4% 10.4% 24.8% 70.7% 9.7% 26.2% 9.7% 2.4%

E：農学 13.7% 14.8% 6.5% 51.2% 80.8% 3.8% 13.4% 11.0% 5.8%

F：保健 14.5% 64.1% 21.1% 39.8% 57.3% 8.4% 34.9% 8.5% 2.7%
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2－10  博士論文研究基礎力審査の導入状況 

平成 24 年 3 月の大学院設置基準等の改正により、博士課程の前期・後期を通じ一貫した

人材養成目的を持つプログラムにおいて、前期の課程を修了し修士号を授与する条件とし

て、大学の判断により、修士論文又は特定課題の研究成果の審査と試験の合格に代えて、「博

士論文研究基礎力審査」を取り入れることができることとなった（大学院設置基準第 16条

の 2）。この導入状況について調査を行った。 

 

  博士論文研究基礎力審査の導入率 

博士論文研究基礎力審査の導入率は「理学」「工学」「農学」「保健」において高い。 

 

図表 2-44 博士論文研究基礎力審査の導入率 

 

※博士前期と「5年一貫」制のみを対象（修士は、対象外） 

※大学院設置基準第１６条の２に該当するものを対象 
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  審査により修士号を授与した人数 

審査により修士号を授与した人数は「社会科学」「農学」において多い。 

 

図表 2-45 審査により修士号を授与した人数 

 

 

  

全体 A:人文科学 B:社会科学 C:理学 D:工学 E:農学 F:保健
平均（人） 5.11 0.00 27.58 0.38 3.95 8.86 1.80
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  審査により修士号を授与した人数のうち博士後期課程に進学しなかった人数 

審査により修士号を授与した人数のうち博士後期課程に進学しなかった人数は「社会科

学」「工学」「農学」において多い。 

 

図表 2-46 審査により修士号を授与した人数のうち 

博士後期課程に進学しなかった人数 

 

 

  

全体 A:人文科学 B:社会科学 C:理学 D:工学 E:農学 F:保健
平均（人） 13.48 - 38.38 0.75 27.00 11.60 0.75
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  博士論文研究基礎力審査の審査内容 

博士論文研究基礎力審査の審査内容としては、「研究報告書の提出」「口頭試問」「後期課

程進学の研究計画」の実施率が高い。 

 

図表 2-47 博士論文研究基礎力審査の審査内容（n=122） 
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  分野別 

分野別でみると、「農学」の実施率が、「研究報告書の提出」を除いて、他の分野に比べて

低い。「社会科学」で「筆記試験」が他の分野に比べて高い。 

 

図表 2-48 分野別 博士論文研究基礎力審査の審査内容 

 

  

10.0%
20.0%
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Ｐ
Ａ
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そ
の
他

A：人文科学
（n=4）

B：社会科学
（n=12）

C：理学
（n=16）

D：工学
（n=43）

E：農学
（n=7）

F：保健
（n=12）

研究報告書の提出 後期課程進学後の
研究計画

口頭試問 公開発表会（論
文、研究計画等）

筆記試験 GPAの判定 その他

A：人文科学 100.0% 100.0% 100.0% ー 25.0% 25.0% 25.0%

B：社会科学 91.7% 83.3% 83.3% 33.3% 83.3% 66.7% 33.3%

C：理学 93.8% 93.8% 93.8% 12.5% 37.5% 43.8% 43.8%

D：工学 93.0% 79.1% 93.0% 53.5% 32.6% 72.1% 25.6%

E：農学 100.0% 28.6% 57.1% 42.9% 28.6% 28.6% 28.6%

F：保健 91.7% 58.3% 91.7% 33.3% 41.7% 41.7% 33.3%
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2－11  論文博士について 

学校教育法第 104 条第 4 項に基づく博士学位（論文博士）授与にあたっての条件につい

て、博士後期課程を有する課程に、聞いた。 

「口頭試問」の割合が最も高い。「査読付き論文の本数」「外国語試験の合格」が続く。 

 

図表 2-49 博士学位（論文博士）授与にあたっての条件（n=2534） 
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 分野別 

論文博士授与の条件は「口述諮問」が各分野とも最も高い。「査読付き論文の本数」は理

学・工学・農学分野が人文科学・社会科学・保健に比べて高い。「外国語試験の合格」は「農

学」「保健」で高い。 

 

図表 2-50 分野別 博士学位（論文博士）授与にあたっての条件 

 

 

 

  

査読付き論文の本数 国際学会での発表回数 外国語試験の合格 口頭試問 筆記試験 論文博士の授与を行って
いない

A：人文科学 38.2% 4.4% 41.8% 91.0% 31.3% 4.4%

B：社会科学 35.1% 5.2% 39.6% 90.3% 26.1% 4.7%

C：理学 58.1% 11.3% 41.4% 83.7% 28.6% 5.9%

D：工学 70.1% 17.8% 47.0% 84.3% 42.1% 4.1%

E：農学 84.9% 6.5% 62.6% 89.2% 41.7% 0.7%

F：保健 51.6% 0.5% 61.3% 71.1% 15.5% 16.0%
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2－12  入試の状況 

各課程への入学試験の項目について聞いた。入試項目は、「口述諮問」「筆記試験」「進学

後の研究計画書」の割合が高い。 

図表 2-51 各課程への入学試験の項目（n=6101） 
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  課程別 

「口頭試問」が「博士後期」で高い。「筆記試験」は「医学、歯学、薬学、獣医学の博士」

で高い。「研究報告書」は「5 年一貫」制で高い。 

 

図表 2-52 課程別 各課程への入学試験の項目 

 

 

研究報告書
進学後の研究計
画書

研究業績（論文
数等） 口頭試問 グループ討論

講義体験及びレ
ポート等課題提出 筆記試験 ＧＰＡの判定 その他

A：修士、博士前期 13.3% 60.3% 15.4% 83.3% 0.6% 2.4% 86.9% 10.2% 22.5%

B：５年一貫 59.1% 70.5% 15.9% 56.8% 2.3% ー 75.0% 9.1% 59.1%

C：博士後期 32.8% 71.3% 41.7% 90.2% 0.3% 0.9% 68.6% 5.2% 18.0%
D：医学、歯学、薬学、
獣医学の博士 10.4% 22.0% 17.6% 80.4% 1.2% ー 92.8% 4.4% 28.0%

E：専門職 12.8% 44.9% 16.0% 78.8% 2.6% 6.4% 81.4% 8.3% 27.6%
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  分野別 

「口頭試問」は各分野とも高い。「筆記試験」は「人文科学」「保健」で高い。「進学後の

研究計画書」は「人文科学」「社会科学」で高い。 

 

図表 2-53 分野別 各課程への入学試験の項目 

 

 

  

研究報告書
進学後の研究計
画書

研究業績（論文
数等） 口頭試問 グループ討論

講義体験及びレ
ポート等課題提出 筆記試験 ＧＰＡの判定 その他

A：人文科学 20.4% 78.5% 24.1% 83.9% 0.8% 1.9% 89.8% 7.8% 13.9%

B：社会科学 15.1% 77.9% 23.0% 86.0% 0.9% 2.3% 82.7% 9.6% 14.9%

C：理学 26.0% 49.4% 26.9% 87.2% ー 3.0% 67.1% 7.9% 22.0%

D：工学 25.6% 52.7% 27.6% 85.2% 0.1% 0.4% 71.7% 9.9% 26.6%

E：農学 25.4% 47.1% 20.3% 88.7% ー 1.4% 77.0% 4.8% 20.3%

F：保健 13.4% 41.4% 25.9% 80.7% 0.8% ー 89.2% 4.5% 26.0%
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2－13  学位の取消規程 

大学院における学位取消規程について、大学院全体の状況を聞いた。 

「学位規定学位の取消に関して規定している」のは 8割（85.8％）を超えて高いが、その

手続きや公表について規定している大学院は少ない。「当てはまるものはない」が１割程度

（12.8％）。 

 

図表 2-54 学位の取消規程（n=584） 
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2－14  経済的支援について 

大学院における独自の経済的支援の取組について、大学院全体の状況を聞いた。 

 

 大学院独自の大学院生に対する奨学金 

大学院独自の大学院生に対する奨学金制度があるのは 377 校、制度数は 1,140 件。総受

給金額は 6,934,728 千円、総受給者数は 20,293 人。 

 

図表 2-55 大学院独自の大学院生に対する奨学金（n=584） 

 

※学部生、大学院生の区別なく対象としている制度を含む。 

 

 大学院独自の大学院生向けの研究助成制度 

大学院独自の大学院生向けの研究助成制度があるのは 178 校、制度数は 344 件。総受給

金額は 1,136,627 千円、総受給者数は 15,375 グループとなっている。 

 

図表 2-56 大学院独自の大学院生向けの研究助成制度（n=584） 

 

※学部生、大学院生の区別なく対象としている制度を含む。 

 

  

学校数 制度数 総受給金額 （平均） 総受給者数 （平均）

377校 1,140件 6,934,728千円 6,083千円 20,293人 17.8人

学校数 制度数 総受給金額 （平均） 総受給者数 （平均）

178校 344件 1,136,627千円 3,304千円 15,375グループ 44.8グループ
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2－15  国際的な人材について 

世界から優秀な高度人材を惹き付けるための環境整備に係る取組について、大学院全体

の状況を聞いた。 

「奨学金の充実により、外国人留学生が安心して勉強に専念できる環境を整備している」

の実施率が 5割程度（50.2％）。 

 

図表 2-57 国際的な人材に係る取組（n=584） 
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世界から優秀な高度人材を惹き付けるための環境整備に係る取組の内訳は、いずれも「大

学院全体」で取り組んでいる。 

 

図表 2-58 国際的な人材に係る取組の内訳 

 

  



62 

第3章  大学院教育の基本状況 
                                          

大学院教育に関わる基本状況についてみていく。 

 

3－1  入学者数 

  修士課程 

修士課程における専攻別入学者数の分布をみた。調査に回答した総計 3,364 専攻のうち、

私立は入学者数 2 人以下の割合が高く、2,058 専攻中 593 専攻が 0～2 人と回答している。

30 名超の入学者数においては、国立大学の占める割合が大きい。 

 

図表 3-1 修士課程における専攻別入学者数の分布（平成 30 年度） 
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分野別の入学者数は、下記の通り（その他 473 専攻、無回答 4専攻は含まれない）。 

 

図表 3-2 分野別 修士課程における専攻別入学者数の分布（平成 30 年度） 
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  博士課程 

博士課程における専攻別入学者数の分布をみた。調査に回答した総計 2,489 専攻のうち、

私立は博士課程入学者数 0 人の割合が最も多く、1,461 専攻中 538 専攻が 0人と回答してい

る。 

図表 3-3 博士課程における専攻別入学者数の分布（平成 30 年度） 

 

 

  



68 

分野別の入学者数は、下記の通り（その他の 454 専攻、無回答 2専攻は含まれない）。 

 

図表 3-4 分野別 博士課程における専攻別入学者数の分布（平成 30 年度） 
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3－2  研究指導委託 

専攻・課程別に、研究指導委託の実施状況をきいた。なお、研究指導委託は、大学院設置

基準第 13条第 2 項に基づき、学生が他の大学院又は研究所等において必要な研究指導を受

けることを認める制度である。また、このような研究指導における当該大学院以外の人的・

物的資源の活用であって、学外の研究者等に対し、教員発令を行い、学位論文の審査や教育

課程の策定など、教学面に関して、大学教員と同等の立場で大学院教育に参画するものを

「連携大学院」と呼ぶ。本調査では、研究指導委託と連携大学院を合わせて「研究指導委託

等」とした。 

 

  課程別 

課程別では、「医学、歯学、薬学、獣医学の博士課程」において、研究指導委託の実施割

合が高く 4 割を超えている。5 年一貫が平成 26 年度から平成 30 年度にかけて 7%以上増加

している。 

図表 3-5 課程別 研究指導委託実施の時系列推移 
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  分野別 

分野別にみると、理学、保健、工学、農学の分野において、研究指導委託の実施割合が高

い。 

図表 3-6 分野別 研究指導委託の時系列推移 

    

  



74 

  派遣先 

研究指導委託の派遣先の割合をみた。研究指導委託の派遣先として、「国内独立行政法人」

が 47.0％で最も高く、次いで、「国内 他大学、大学の研究所」の割合が高い。 

 

図表 3-7 研究指導委託の派遣先（n＝1272） 

 

 

  



75 

3－3  博士課程（後期）修了者の修了に要する年数 

  課程博士の学位授与者の割合 

平成 30 年度に標準修業年限を迎える学生のうち、「課程博士」の学位授与者数の割合をみ

る。「医学、歯学、薬学、獣医学の博士」において標準修業年限内で修了する割合が高くな

っており、5 割を超えている。 

図表 3-8 課程別 博士課程（後期）修了者の、修了に要した年限 
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  標準修業年限からの超過の状況 

分野別に学位授与者（課程博士）のうち標準修業年限からの超過年別割合をみると、人

文科学、社会科学、家政、美術において、標準修業年限から超過している修了者の割合が

特に高い。一方で、理学、工学、農学分野は、標準修業年限内の修了者が全体の 6 割程度

を占めている。工学分野では、早期修了者は最も多く 6.2％となっている。 

図表 3-9 分野別 博士課程（後期）修了者の、標準修業年限からの超過の状況 
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3－4  博士課程（後期）修了後の進路 

平成 30 年度の博士課程（後期）修了者全体（学位授与者、満期退学者いずれも含む）の

進路をみると、博士課程（後期）修了後の就職先として、「その他（医師等）」「民間企業等

への就職」の割合が高い。 

また、多くの分野で「現職を継続する社会人入学者」は 1割を超えている。理学、工学分野

では、「民間企業等への就職」が 3割近い。 

図表 3-10 分野別 博士課程（後期）修了後の進路 
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3－5  博士課程（後期）修了者の半年後の進路 

平成 30 年度の博士課程（後期）修了者全体（学位授与者、満期退学者いずれも含む）の

半年後の進路については、前項でみた修了後の進路と大きな違いはない。 

 

図表 3-11 分野別 博士課程（後期）修了者の半年後の進路 
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3－6  TA・RA 雇用の実績 

 課程別 

TA  
 TA 財源別の採用人数1でみると、全体を通して基盤的経費を財源とする割合が高い。課程

別にみると、「修士、博士前期」の人数、総支出金額が高い。 

図表 3-12 課程別 TA 雇用の実績 

 

 

※専攻・課程以外は、特定の専攻での雇用ではなく、全学等での雇用を指す。  

                                                   
1 ひとりの TA が複数の財源から手当てを受ける場合、複数回カウントしている。（例：1 名の TA が基盤

的経費、競争的資金それぞれから手当を受ける場合、それぞれに「1 名」を計上）次頁の RA についても

同様である。 
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RA 課程別 

 RA 財源別の採用人数でみると、全体を通して基盤的経費を財源とする割合が高いが、TA

と比べて競争的資金の割合も高い。課程別にみると、「博士後期」の人数、総支出金額が高

い。 

図表 3-13 課程別 RA 雇用の実績 

 

 

 

※専攻・課程以外は、特定の専攻での雇用ではなく、全学等での雇用を指す。 
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  分野別 

TA 

分野別にみると、TA の採用人数、総支出金額は「工学」において特に高い。 

図表 3-14 分野別 TA 雇用の実績 
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RA 

分野別にみると、RA の採用人数は「工学」において高い。総支出金額は、「理学」「工学」

において高い。 

 

図表 3-15 分野別 RA 雇用の実績 
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・平成 30 年度大学院活動状況調査 回答の手引き 

・調査票 

 



84 

参考資料 1：平成 30 年度大学院活動状況調査 回答の手引き 

平成 30 年度大学院活動状況調査 回答の手引き 

 

１．本メールから調査票等のファイルを取得されましたら、受領確認のメールをお送りください。 

 調査票等のファイルを取得されましたら、直ちに、受領確認の電子メールをお送りください。 

送信先メールアドレス ： inchosa@libertas.co.jp 

送信メールの件名 ： (大学番号)【受領確認】○○大学 (※) 

 (※)メール件名の「大学番号」は、回答票のシート「番号」により記載してください。 

送信メールの本文 ： 以下の内容を明記してください。 

大学名、担当部署、担当者氏名、連絡先（電話番号、メールアドレス） 

送信期限 ： 令和２年１月１０日（金）１７時 (※) 

 (※)期限までに御連絡いただけない場合は、確認のため、御連絡させていただきます。 

 

 

２．回答票は、令和２年２月７日（金）までに、電子メールにて御提出ください。 

 回答は、以下の要領により御提出ください。 

提出先メールアドレス ： inchosa@libertas.co.jp 

提出メールの件名 ： (大学番号)【回答】○○大学 (※) 

提出ファイル名 ： (大学番号)【回答】○○大学 (※) 

 (※)メール件名、提出ファイル名の「大学番号」は、回答票のシート「番号」により記載してください。 

提出期限 ： 令和２年２月７日（金）１７時 (※) 

 (※)期限までに御連絡いただけない場合は、確認のため、御連絡させていただきます。 

 

 

３．お問い合わせは電子メールでお願いします。 

 本調査に関するお問い合わせは、以下のメールアドレスまで御連絡ください。１週間以内に御回答い

たします。 
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質問用メールアドレス ： inchosa@libertas.co.jp 

質問メールの件名 ： (大学番号)【質問】○○大学 (※) 

 (※)メール件名の「大学番号」は、回答票のシート「番号」により記載してください。 

【ご回答の注意点】 

別紙の調査回答票御記入に際しましては、以下の点に御留意頂きたくお願いいたします。 

 

【様式０～１８】共通 

・回答にあたっては、「水色のセル」に入力してください 

・個別の指示がない場合は、平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日までの情報をご回答願います。 

・回答用紙ファイルのセルの結合や、「〃」等の記号での記入等は、集計作業に影響が出ますので、シートを加

工することなく全てのセルに文字等を御記入いただきますようお願いいたします。 

・記入行は十分な数をご用意しておりますが、万が一、不足した場合には、inchosa@libertas.co.jp、までご連絡

をお願い致します。 

 

【様式０】について 

・回答される方の情報をご記入ください。 

・大学番号は、シート「番号」の番号を記入してください。大学名は自動で表示されます。 

・メールアドレスは、係や課のアドレスで登録をお願いします。 

 

【様式１】について 

１．基本情報、学生情報 

（０）専攻・課程情報 

・D～Ｉ列に、貴大学院の全ての研究科・専攻・課程についての情報をご記入ください。 

※平成 30 年度の段階で廃止となった専攻（学生募集停止をしていた専攻）については、本調査でお答え頂く

必要はありません（学生数なども）。 

・「専攻・課程別 調査票」は、各専攻・課程ごとに、1 行ずつご回答ください（修士課程と博士課程をもつ専攻

や、区分制の博士課程の専攻については、修士課程／博士課程前期と、博士課程後期、それぞれにご回答

ください。（計 2 行回答）） 

・「課程」欄については以下（Ａ～Ｅ）よりご選択ください。なお、様式１～６によってご回答頂く対象となる課程が

異なる場合がありますので御注意ください。 

    Ａ：修士   、A’：博士前期、  A''：修士（博士課程設置なし）, 
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    Ｂ：５年一貫 

    Ｃ：博士後期,  

    Ｄ：医学、歯学、薬学、獣医学の博士 

    Ｅ：専門職 

（「Ａ：修士」「A’：博士前期」「A''：修士（博士課程設置なし）」は、別となります。ご注意願います。 

 博士課程（後期）を設置している専攻は、「Ａ：修士」か「A’：博士前期」を 

 博士課程（後期）を設置していない専攻は、「A''：修士（博士課程設置なし）」を選択してください。） 

・「大分類」欄については、別紙１『専攻分野の種別』を参照して、回答票「大分類」欄から該当する以下のアル

ファベット（A～K）を１つ選んでください。 

A 人文科学, B 社会科学, C 理学, D 工学, E 農学, F 保健, G 商船, H 家政, I 教育, J 美術, K その他 

・「中分類」欄については、専攻ごとに、別紙１『専攻分野の種別』を参照して、回答票「中分類」欄に該当する番

号（1～60）を選んでご記入ください（複数選択可。複数選択の場合、選択番号間にはカンマ(,)を御記入くださ

い）。 

 

（１）学生情報 

・（０）で入力した全ての専攻・課程について、J～P 列にお答えください。 

・基本的に、学校基本調査で回答した学生数になります。秋入学は入学者数に含めません。 

・社会人の定義：①職に就いている者（給料，賃金，報酬，その他の経常的な収入を得る仕事に現に就いてい

る者），②給料，賃金，報酬，その他の経常的な収入を得る仕事から既に退職した者，③主婦・主夫。 ※学

校基本調査の定義になります。 

 

【様式２】について 

２．研究指導委託等の実施状況 

・【様式１】（０）で入力した全ての専攻・課程が自動表記されます。 

（２）専攻・課程別に、平成３０年度の研究指導委託または連携大学院制度の実施有無をお答えください。 

・全ての専攻・課程について、G 列「研究指導委託の実施」、H 列「連携大学院の設置」の有無をお答えくださ

い。 

・研究指導委託を実施、または、連携大学院を設置している（○）の専攻・課程については、該当する国内・海

外別に、派遣先機関に◯と回答してください。（○と回答した場合、回答欄が表示されます。） 

 

※研究指導委託は、大学院設置基準第１３条第２項に基づき、学生が他の大学院又は研究所において必要な
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研究指導を受けることを認める制度です。 

※連携大学院は、学外の研究者等に対し教員発令を行い、大学院設置基準第１３条第２項に基づき、学生が

当該研究者等から当該研究機関等において必要な研究指導を受けることを認めるとともに、学位論文の審

査や教育課程の策定など、教学面に関して、大学教員と同等の立場で大学院教育に参画するものです。 

 

【様式３】について 

３．学位授与状況（課程博士） 

・【様式１】（０）で入力した専攻・課程のうち、「B：５年一貫」「C：博士後期」「D：医学、歯学、薬学、獣医学の博

士」課程のみ回答欄が、表示されます。H～I、K～N 列にお答えください。 

（３）専攻・課程別に、「課程博士」の学位授与についてご記入ください。 

・ご参考までに、G 列に課程別の標準修業年限、J 列に入学時年度が表示されます。 

   ５年一貫制：標準修業年限の学位取得者は、平成 25 年秋または平成 26 年 4 月の入学者 

   博士課程（後期）：標準修業年限の学位取得者は、平成 27 年秋または平成 28 年 4 月の入学者 

   医歯薬獣医学分野の博士課程：標準修業年限の学位取得者は、平成 26 年秋または 

                       平成 27 年 4 月の入学者 

 

【様式４】について 

４．卒業後の進路 

・【様式１】（０）で入力した専攻・課程のうち、「B：５年一貫」「C：博士後期」「D：医学、歯学、薬学、獣医学の博

士」課程のみ回答欄が、表示されます。H～AF 列にお答えください。 

（４）専攻・課程別に、平成３０年度の博士課程（後期）修了者（学位授与者、満期退学者いずれも含む）の進路

（令和元年５月１日現在）をご記入ください。 

 

【様式５】について 

５．卒業後の進路（半年後の状況） 

・【様式１】（０）で入力した専攻・課程のうち、「B：５年一貫」「C：博士後期」「D：医学、歯学、薬学、獣医学の博

士」課程のみ回答欄が、表示されます。H～AF 列にお答えください。 

（５）課程別に、平成３０年度の博士課程（後期）修了者（学位授与者、満期退学者いずれも含む）の半年後（令

和元年１０月１日現在）の状況をご記入ください。 
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【様式６】について 

６．雇用について 

（６）専攻・課程別に、平成３０年度のＴＡ・ＲＡの雇用実績についてご記入ください。 

※１ No.0 の「専攻・課程以外の雇用」については、各専攻・課程等に所属せず大学院として一括で雇用管理し

ているＴＡ・ＲＡ等、No.1 以降に含まれない TA・RA の人数をすべて記入してください。 

※２ ＴＡ（ティーチング・アシスタント）とは、学部学生等に対するチュータリング（助言）や実験、実習、演習等の

教育補助業務（具体的には、演習のディスカッションリーダー、レポート・試験等の採点など）を行い、これに

対する手当てを支給される大学院学生を指します。 

※３ ＲＡ（リサーチ・アシスタント）とは、大学等が行う研究プロジェクト等の研究補助業務（具体的には、データ

処理業務、各種実験の実施及び補助、研究設備の運転・整備等）を行い、これに対する手当てを支給される

大学院学生を指します。 

※４ ＴＡ・ＲＡの採用学生数については、平成 30 年度の実績について、『競争的資金等』の欄には競争的資金

等の国からの競争的な補助金・委託費を財源としたＴＡ・ＲＡ数を、『寄付金等』の欄には寄付金等の国から

の補助金・委託費以外の外部資金を財源としたＴＡ・ＲＡ数を、『基盤的経費等』の欄には運営費交付金、私

学助成等補助金及び授業料収入等の内部資金を財源としたＴＡ・ＲＡ数を記入願います。また、財源別にそ

れぞれ平成 30 年度のＴＡ・ＲＡとして支出した実績金額を千円単位で記入してください。なお、ここでは『採用

人数』に関しては実数を記入してください。 

 

【様式７～１２】について 

７．第３次大学教育振興施策要網等を踏まえた大学院改革に関する取組状況 

第３次大学院教育振興施策要綱等を踏まえた大学院改革に関する取組状況について、（１）から（５）までの設

問について具体的な取組として行っているものを選択してください（複数選択可）。 

・各取組については、専攻独自の取組だけでなく、研究科や大学院全体で行っているものも、「行っている」とし

て、ご回答ください。 

・「その他の取組」を回答した場合は、自由記述欄に具体的な内容を記載ください。 

 

【様式７】 

（１）体系的な大学院教育の推進および組織的な教育・研究指導体制の確立 

   ①学修課題を複数の科目等を通じて体系的に履修するコースワークを実施している。 

   ②主専攻分野外の分野の授業科目の体系的な履修を行っている。 

   ③専攻又は研究科を横断して共通のコア科目を設置している。 
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   ④教養科目を設置している。  

   ⑤研究者として必要とされる実験・論文作成等の研究手法を身に付ける科目を設置している。  

   ⑥研究プロジェクトの企画・マネジメント能力を養う科目を設置している。 

   ⑦複数専攻制を実施している。 

   ⑧研究室のローテーションを実施している。 

   ⑨外国の大学等での教育研究の機会を提供している。 

   ⑩プロジェクト形式による授業や課題を実施している 

   ⑪学外者からの高度で実践的な教育を受ける機会を提供している（学外の連絡先をａ～ｅでお選びください） 

   a 企業等産業界 

   ｂ 地方公共団体 

   ｃ 職能団体 

   ｄ 政府機関 

   e その他 

   ⑫メンターによる授業外のサポートを提供している 

   ⑬異分野の学生間で切磋琢磨できる環境を整備している 

   ⑭産業界との連携により、基礎的な知能・能力に関する共通的な到達目標の設定をしている 

   ⑮寄付等、企業等から大学院教育に使用可能な外部資金がある 

   ⑯企業、研究機関、NPO、学協会等の関係機関と連携し、カリキュラムや教材を開発している 

   ⑰共同研究における RA 経費を企業が負担する環境を整備している 

   ⑱社会で広く活用できる汎用的なスキル（トランスファラブルスキル）として、身に付けさせる教育を実施している 

   （どのような取組かａ～ｊでお選びください） 

   a 最先端の知にアクセスする能力 

   ｂ 自ら課題を発見し設定する力 

   ｃ 自ら仮説を構築し、検証する力 

   ｄ 社会的・経済的価値を判断・創出する能力 

   ｅ 高度な英語力を含むグローバル化に対応した優れたコミュニケーション能力 

   ｆ 論理観 

   ｇ マネジメント能力 

   ｈ STEAM（Science, Technology, Engineering, Art, Mathematics）分野の基礎的な知識 

   ｉ データサイエンスの知識 

   ｊ 知的財産に関する知識 

   ⑲①～⑱の取組は行っていない 
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※⑤について、【研究手法を身につける科目を設置している。】とあるが、ここでは、研究手法を身につける内容に特化した科目以

外に、このような内容を含む科目や研究指導を対象に含みます。 

 

【様式８】 

（２）組織的な教育・研究指導体制の確立 

   ①教育の観点を含めた教員の業績評価を実施している 

   ②教員や学生の異分野交流を促進するようなスペースを整備し機会を設けている 

   ③学位授与状況について公表している 

   ④①～③の取組は行っていない 

 

【様式９】 

・（３）については、『Ｂ：５年一貫制博士課程』『C：博士後期』『D：医学、歯学、薬学、獣医学の博士』のみご回

答ください。 

（３）研究倫理教育の実施と博士論文の指導・審査体制の改善 

i. 研究論理教育、指導体制についてお答えください 

   ①研究室以外の場で研究倫理教育を受ける機会を提供している 

   ②複数の指導教員による論文指導体制を構築している。 

   ③複数の教員による論文指導体制を構築している場合、指導の責任体制を明確にしている。 

   ④異なる専攻の教員を加えた論文指導体制を構築している。  

   ⑤博士論文に係る研究の進捗状況に関する中間発表を実施する仕組みを整備している。 

   ⑥学生の研究遂行能力を適切に把握するため、適宜口頭試験を実施するなど、専攻分野等の理解度を確認する仕組みを

整備している。 

   ⑦博士論文の作成に関連する研究活動などを単位として認定し、その指導を強化している。 

   ⑧確実に論文指導の時間を確保するためのオフィスアワーを設定している。 

   ⑨①～⑧の取組は行っていない 

ii. 博士論文の審査体制についてお答えください 

   ①指導教員が学位審査に関与しないこととしている。 

   ②学位審査において、学外の審査委員を登用している。 

   ③審査委員が学位審査に当たって博士論文を精査する時間を十分に設けている。 

   ④学位審査に係る委員名を公表している。 

   ⑤論文発表会を公開で実施している。  

   ⑥博士論文の全文をインターネットで公開している。 
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   ⑦学位申請を年間に複数回申請できる仕組みを整備している。 

   ⑧類似度判定ソフトを導入している。 

   ⑨英語での論文作成や審査を認めている。 

   ⑩粗悪学術誌（ハゲタカジャーナル）（※１）の対策を行っている 

     （どのような対策を行っているかを a～e でお選びください。） 

   a 注意喚起の発出 

   b ジャーナルのホワイトリストまたはブラックリストの紹介成 

   c ジャーナル選択時のチェックリストの作成 

   d 相談体制の確立 

   e その他 

   ⑪①～⑩の取組は行っていない 

 

【様式１０】 

（４）将来大学教員となる者を対象とした教育能力養成システムの構築等 

   ①大学院生を対象としたプレ FD を実施している。 

   （どのような取組をどのような対象（全員/希望者）及び課程（授業科目として単位を授与/それ以外）で行っているかお答えく

ださい） 

   a 学生指導方法や教材作成方法等、教育能力向上を目的とした講義等の取組を実施している 

   b 外部から専門家を招いて講義等を行っている 

   c TA や RA 業務にあたって、授業設計等教育能力向上を目的としたの研修を大学として組織的に行っている 

   d 教育関係共同利用拠点等を活用した取組を行っている 

   e 大学内外で行われる若手研究者や大学教員の養成プロセスとの有機的な接続も考慮した取組を行っている 

   f その他の取組を行っている（具体的に記載） 

   ②他大学等における自大学の学生が参加できるプレ FD の情報提供を行っている。 

   ③在学生や入学を志望する者に対して、在学中に必要な学費等の経費や経済的支援メニュー等の情報（ファイナンシャル・

プラン）を明示している。 

 

【様式１１】 

（５）大学院修了者のキャリアパスの確保と可視化の推進 

i..状況把握についてお答えください 

①修了生の就職状況を、修了後以降継続して把握している。 

   ②修了生の就職状況の詳細をインターネット等で公開している。 



92 

   ③修了生の就職状況や活躍状況を踏まえ、組織再編やカリキュラムの改善に取り組んでいる。 

   ④博士人材データベース（JGRAD）への学生の登録を推進している。 

   ⑤①～④の取組を行っていない 

※②について、【インターネット等で公開】とありますが、掲載先を学部や専攻の HP に限定していません。そのため、、全学の HP

（パンフレット等も可）への記載を含めて回答ください。 

  また、就職状況の【詳細】について、最低限、就職先の情報があれば問題ありません。 

ii. 大学院としての組織的な学生に対する就職支援についてお答えください 

   ①民間の就職支援企業の活用や民間の就職サイトの積極的な周知利用を行っている 

   ②キャリアパスに関する認識を高めるための大学や学生と企業等との対話の場や、学生が自ら身につけた能力について見

つめ直す機会を設けている 

   ③教育研究機関以外へのキャリアパス具体化のための学生教員に対する情報提供の機会を提供している 

   ④キャリアパスに関する相談対応が可能な専門のメンターやコーディネータの配置を行っている 

   ⑤インターンシップへの仲介等の支援や、インターンシップを実施している。 

   ⑥大学院修了者のキャリアパスに関する認識を高めるため、大学と産業界との間での対話の機会を設けている 

   ⑦若手研究者を対象にポストの拡充等を行い、安定かつ自立して研究を推進できる環境を整備している 

   ⑧アントレプレナーシップ教育の充実を図っている 

   ⑨その他 

   ⑩①～⑨の取組を行っていない 

 

【様式１２】 

・（５）については、『Ｂ：５年一貫制博士課程』『C：博士後期』『D：医学、歯学、薬学、獣医学の博士』のみご回

答ください。 

（５）大学院修了者のキャリアパスの確保と可視化の推進（続き） 

iii. 大学院としての組織的な博士後期課程へのリクルート活動についてお答えください 

   ①最先端の研究や学会参加等、より高度で魅力的な経験ができるという情報を提供する 

   ②博士課程修了後、大学等における研究者のみならず多様なキャリアパスがあるという事例を示す 

   ③具体的なロールモデルを提供する 

   ④博士課程における学費や経済的支援メニュー等の情報（ファイナンシャル・プラン）を提供する 

   ⑤その他 

   ⑥①～⑤の取組を行っていない 

 

【様式１３】について 
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８．リカレント教育について 

・リカレント教育について、具体的な取組として行っているものを選択してください（複数選択可）。 

・各取組については、専攻独自の取組だけでなく、研究科や大学院全体で行っているものも、「行っている」とし

てご回答ください。 

（１）リカレント教育の推進 

   ①関係機関（業界団体や教育関連企業等）との連携 

   ②土日夜間授業の実施 

   ③オンライン授業の実施 

   ④長期在学コースや短期在学コースの設置 

   ⑤社会人入試の実施 

   ⑥サテライトキャンパスの設置 

   ⑦自大学の HP 以外での広報活動、情報提供 

   ⑧履修証明プログラムの開講 

   ⑨その他 

   ⑩上記の取組は行っていない 

 

【様式１４～１６】について 

９．学位について 

学位について、（１）から（４）までの設問についてご回答ください。 

 

【様式１４】 

・（１）については、『Ａ'：博士課程（前期）』『Ｂ：５年一貫制博士課程』のみご回答ください。 

（１）博士論文研究基礎力審査の導入状況についてお答えください。 

・平成２４年３月の大学院設置基準等の改正により、博士課程の前期・後期を通じ一貫した人材養成目的を持

つプログラムにおいて、前期の課程を修了し修士号を授与する条件として、大学の判断により、修士論文又

は特定課題の研究成果の審査と試験の合格に代えて、「博士論文研究基礎力審査」を取り入れることがで

きることとなりました。（大学院設置基準第１６条の２）。この導入状況についてお答えください。 

 

【様式１５】 

・（２）については、『Ｂ：５年一貫制博士課程』『C：博士後期』『D：医学、歯学、薬学、獣医学の博士』のみご回

答ください。 
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（２）論文博士、および、（３）入試の状況について、以下をお答えください（複数選択可）。 

各取組については、専攻独自の取組だけでなく、研究科や大学院全体で行っているものも、「行っている」とし

てご回答ください。 

（２）論文博士 

   ①査読付き論文の本数 

   ②国際学会での発表回数 

   ③外国語試験の合格 

   ④口頭試問 

   ⑤筆記試験 

   ⑥論文博士の授与を行っていない 

（３）入試の状況 

   ①研究報告書 

   ②進学後の研究計画書 

   ③研究業績（論文教等） 

   ④口頭試問 

   ⑤グループ討論 

   ⑥講義体験及びレポート等課題提出 

   ⑦筆記試験 

   ⑧GPA の判定 

   ⑨その他 

 

【様式１６】 

（４）貴学の大学院における学位の取消規定についてお答えください（複数選択可）。 

※大学院全体の状況をお答えください。 

（４）学位取消 

   ①学位規程に学位の取消に関して規定している 

   ②学位の取消の手続きに係る規定（または規程）がある 

   ③学位の取消の公表に係る規定（または規程）がある 

   ④上記規定（または規程）に基づいて、または慣例として、学位の取消を行った場合、大学として公表することとされている 

   ⑤①～④に当てはまるものはない 

 

【様式 1７】について 
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１０．経済的支援について 

・大学院における独自の取組についてご回答ください。※大学院全体の状況をお答えください。 

※１ 大学院生を対象に、大学院が独自で設けている奨学金制度の名称、受給総額、受給者数の平成 30 年

度の実績を記入してください。学部生、大学院生の区別なく対象としている奨学金制度、大学基金や後援

会、同窓会による奨学金制度も含みます。授業料免除、日本学生支援機構の奨学金、財団や民間企業等

の外部機関による奨学金制度は含みません。 

※２ 大学院生（個人及びグループ）を対象に、大学院が独自で設けている研究費助成制度の名称、受給総

額、受給者数（グループ数）の平成 30 年度の実績を記入してください。研究費助成制度とは、学生の研究費

の支援や国際会議等への出席に係る費用の支援を指します。学部生、大学院生の区別なく対象としている

制度も含みます。海外への留学支援は含みません。 

 

【様式１８】について 

１１．国際的な人材について 

・世界から優秀な高度人材を惹き付けるための環境整備について、具体的な取組として行っているものを選択

してください（複数選択可）。 

・※大学院全体の状況をお答えください。 

（１）世界から優秀な高度人材を惹き付けるための環境整備 

   ①海外留学のための奨学金制度等を通じて、日本人大学生の海外留学に関する支援を大学として組織的に行っている。 

   ②奨学金の充実により、外国人留学生が安心して勉強に専念できる環境を整備している。 

   ③留学生の国内就職および住環境の充実に対する支援を大学として組織的に行っている。 

   ④日本留学に関する情報発信や現地へ人員の配置を行い、日本への留学を促進している。 

   ⑤①～④の取組は行っていない 

 

調査項目は以上です。御協力ありがとうございました。    
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参考資料 2：調査票 
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当
該

専
攻

の
標

準
修

業
年

限
を

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。

　
※

３
　

『
大

分
類

』
に

は
専

攻
ご

と
に

別
紙

１
の

『
専

攻
分

野
の

種
別

』
を

参
照

し
て

、
「
大

分
類

」
欄

か
ら

該
当

す
る

ア
ル

フ
ァ

ベ
ッ

ト
（
A

～
K
）
を

プ
ル

ダ
ウ

ン
メ

ニ
ュ

ー
か

ら
１

つ
選

ん
で

く
だ

さ
い

。

　
※

４
　

『
中

分
類

』
に

は
専

攻
ご

と
に

別
紙

１
の

『
専

攻
分

野
の

種
別

』
を

参
照

し
て

、
「
中

分
類

」
欄

に
該

当
す

る
番

号
（
1
～

6
0
）
を

選
ん

で
記

入
し

て
く
だ

さ
い

（
複

数
選

択
可

。
複

数
記

入
の

場
合

、
選

択
番

号
間

に
は

カ
ン

マ
(,
)を

御
記

入
く
だ

さ
い

）
。

　
※

５
　

在
学

者
数

、
入

学
定

員
、

入
学

者
数

は
平

成
3
0
年

度
学

校
基

本
調

査
で

の
回

答
と

の
整

合
性

を
ご

確
認

の
上

、
ご

回
答

く
だ

さ
い

。

　
※

６
　

長
期

履
修

は
、

大
学

設
置

基
準

第
3
0
条

の
２

（
大

学
院

設
置

基
準

第
1
5
条

に
お

い
て

準
用

）
で

定
め

る
、

学
生

の
希

望
に

よ
り

標
準

修
業

年
限

を
超

え
て

教
育

課
程

を
履

修
す

る
こ

と
を

認
め

る
も

の
で

す
。

（
１
）
専
攻
・
課
程
別
に
、
平
成
３
０
年
度
の
大
学
院
の
学
生
に
関
す
る
基
本
的
な
情
報
（
収
容
定
員
、
在
学
者
数
（
留
学
生
数
、
社
会
人
数
、
長
期
履
修
生
）
、
入
学
定
員
、
志
願
者
数
、
入
学
者
数
）
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。

(0
)専

攻
・
課

程
情

報
(1

)学
生

情
報

計
0

0
0

0
0

0
0

入
力

例
文

科
大

学
経

済
学

研
究

科
経

済
学

専
攻

B
：
５

年
一

貫
5
年

B
社

会
科

学
1
0

6
0

5
5

3
1

1
2
0

2
0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

大
学

名

専
攻

名
課

程
(※

1
)

研
究

科
名

　
「
専
攻
・
課
程
別
　
調
査
票
」
は
、
各
専
攻
・
課
程
ご
と
に
、
1
行
ず
つ
ご
回
答
く
だ
さ
い
（
修
士
課
程
と
博
士
課
程
を
も
つ
専
攻
や
、
区
分
制
の
博
士
課
程
の
専
攻
に
つ
い
て
は
、
修
士
課
程
／
博
士
課
程
前
期
と
、
博
士
課
程
後
期
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ご
回
答
く
だ
さ

い
。
（
計
2
行
回
答
）
）

　
※

１
　

『
課

程
』
欄

に
は

専
攻

ご
と

に
該

当
す

る
ア

ル
フ

ァ
ベ

ッ
ト

（
A

～
E
）
を

プ
ル

ダ
ウ

ン
メ

ニ
ュ

ー
か

ら
１

つ
選

ん
で

く
だ

さ
い

。
　

　
　

　
（
博

士
課

程
（
後

期
）
を

設
置

し
て

い
る

専
攻

の
修

士
／

博
士

（
前

期
）
課

程
は

、
「
Ａ

：
修

士
」
「
A

’
：
博

士
前

期
」
を

、
博

士
課

程
（
後

期
）
を

設
置

し
て

い
な

い
専

攻
の

修
士

課
程

は
、

「
A

''：
修

士
（
博

士
課

程
設

置
な

し
）
」
を

選
択

し
て

く
だ

さ
い

。
）

入
学

定
員

（
平

成
3
0
年

度
）

(※
5
)

入
学

者
数

（
平

成
3
0
年

5
月

1
日

時
点

）
(※

5
)

N
O

う
ち

留
学

生
数

大
分

類
(※

3
)

中
分

類
(※

4
)

在
学

者
数

（
平

成
3
0
年

5
 月

1
日

時
点

）
(※

5
)

収
容

定
員

（
平

成
3
0
年

度
）

う
ち

社
会

人
数

標
準

修
業

年
限

(※
2
)

大
学

番
号

う
ち

長
期

履
修

生
(※

6
)

大
学

名



２
．

研
究

指
導

委
託

等
の

実
施

状
況

　
【
様

式
２

】

大
学

番
号

（
２
）
専
攻
・
課
程
別
に
、
平
成
３
０
年
度
の
研
究
指
導
委
託
ま
た
は
連
携
大
学
院
制
度
の
実
施
有
無
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。

　
実
施
し
て
い
る
場
合
は
、
国
内
・
海
外
別
、
派
遣
先
機
関
に
◯
と
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。
（
実
施
し
て
い
る
場
合
、
回
答
欄
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
）

（
２

）
研

究
指

導
委

託
等

の
実

施
状

況
　

①
独

立
行

政
法

人
等

②
民

間
企

業
等

③
他

大
学

、
大

学
の

研
究

所

④
大

学
共

同
利

用
機

関

⑤
地

方
自

治
体

の
研

究
機

関

⑥
そ

の
他

（
①

～
⑤

以
外

）

①
独

立
行

政
法

人
等

②
民

間
企

業
等

③
他

大
学

、
大

学
の

研
究

所

④
大

学
共

同
利

用
機

関

⑤
地

方
自

治
体

の
研

究
機

関

⑥
そ

の
他

（
①

～
⑤

以
外

）

入
力

例
文

科
大

学
経

済
学

研
究

科
経

済
学

専
攻

B
：
５

年
一

貫
○

○
○

○
○

○
○

○

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

学
生

派
遣

先
課

程
(※

1
)

※
１

　
研

究
指

導
委

託
は

、
大

学
院

設
置

基
準

第
１

３
条

第
２

項
に

基
づ

き
、

学
生

が
他

の
大

学
院

又
は

研
究

所
に

お
い

て
必

要
な

研
究

指
導

を
受

け
る

こ
と

を
認

め
る

制
度

で
す

。

連
携

大
学

院
の

設
置

有
無

(※
2
)

大
学

名

※
２

　
連

携
大

学
院

は
、

学
外

の
研

究
者

等
に

対
し

教
員

発
令

を
行

い
、

大
学

院
設

置
基

準
第

１
３

条
第

２
項

に
基

づ
き

、
学

生
が

当
該

研
究

者
等

か
ら

当
該

研
究

機
関

等
に

お
い

て
必

要
な

研
究

指
導

を
受

け
る

こ
と

を
認

め
る

と
と

も
に

、
学

位
論

文
の

審
査

や
教

育
課

程
の

策
定

な
ど

、
教

学
面

に
関

し
て

、
大

学
教

員
と

同
等

の
立

場
で

大
学

院
教

育
に

参
画

す
る

も
の

で
す

。

大
学

番
号

大
  
学

  
名

N
O

研
究

科
名

専
攻

名
学

生
派

遣
先

国
内

研
究

指
導

委
託

の
実

施
有

無
(※

1
)

海
外



３
．

学
位

授
与

状
況

（
課

程
博

士
）

【
様

式
３

】

大
学

番
号

●
「
B
：
５
年
一
貫
」
「
C
：
博
士
後
期
」
「
D
：
医
学
、
歯
学
、
薬
学
、
獣
医
学
の
博
士
」
課
程
の
み
お
答
え
く
だ
さ
い
。
（
回
答
欄
が
、
表
示
さ
れ
ま
す
）

（
３
）
専
攻
・
課
程
別
に
、
「
課
程
博
士
」
の
学
位
授
与
に
つ
い
て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

※
１

　
所

定
の

単
位

を
取

得
し

、
学

位
を

取
得

せ
ず

退
学

し
た

者
（
い

わ
ゆ

る
満

期
退

学
者

）
の

数

※
３

　
各

年
度

の
数

値
は

、
秋

入
学

者
を

含
み

ま
す

。

（
３

）
学

位
授

与
状

況
（
課

程
博

士
）

う
ち

H
3
0
年

度
に

お
け

る
学

位
（
課

程
博

士
）
授

与
者

数

う
ち

H
2
9
年

度
以

前
に

お
け

る
（
早

期
）

学
位

（
課

程
博

士
）
授

与
者

数

う
ち

長
期

履
修

生

0
0

0
0

0
0

入
力

例
文

科
大

学
経

済
学

研
究

科
経

済
学

専
攻

B
：
５

年
一

貫
5
年

2
5

4
H

2
5
年

秋
ま

た
は

H
2
6
年

4
月

入
学

者
数

：
3
0

2
0

1
1

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

計

大
学

名

※
２

　
標

準
修

業
年

限
で

学
位

を
取

得
し

た
者

を
調

査
す

る
た

め
、

H
3
0
年

度
が

標
準

修
業

年
限

と
な

る
入

学
年

（
自

動
で

表
示

さ
れ

ま
す

）
に

お
け

る
入

学
者

数
、

当
該

年
入

学
者

の
う

ち
H

2
9
年

度
以

前
に

学
位

授
与

さ
れ

た
者

（
業

績
優

秀
等

に
よ

る
）
、

H
3
0
年

度
に

学
位

授
与

さ
れ

た
者

、
長

期
履

修
生

に
つ

い
て

記
載

く
だ

さ
い

。
な

お
、

前
年

秋
の

入
学

者
を

含
み

ま
す

。

大
学

番
号

大
  
学

  
名

N
O

研
究

科
名

専
攻

名
課

程
(※

1
)

標
準

修
業

年
限

（
※

2
）

H
3
0
年

度
に

お
け

る
博

士
学

位
（
課

程
博

士
）
授

与
者

数

H
3
0
年

度
に

お
け

る
満

期
退

学
者

数
（
※

1
）

H
3
0
年

度
が

標
準

修
業

年
限

で
あ

る
者

の
入

学
時

の
人

数
（
※

2
、

3
、

4
）

H
3
0
年

度
の

学
位

授
与

・
満

期
退

学
者

全
体

H
3
0
年

度
が

標
準

修
業

年
限

で
あ

る
学

生
の

状
況

※
４

　
例

え
ば

、
標

準
修

業
年

限
が

5
年

の
課

程
の

場
合

、
H

2
5
年

秋
ま

た
は

H
2
6
年

４
月

入
学

者
に

つ
い

て
、

標
準

修
業

年
限

が
３

年
の

課
程

の
場

合
、

H
2
7
年

秋
ま

た
は

H
2
8
年

４
月

入
学

者
に

つ
い

て
、

ご
回

答
を

お
願

い
し

ま
す

。



４
．

卒
業

後
の

進
路

【
様

式
４

】

大
学

番
号

●
「
B
：
５
年
一
貫
」
「
C
：
博
士
後
期
」
「
D
：
医
学
、
歯
学
、
薬
学
、
獣
医
学
の
博
士
」
課
程
の
み
お
答
え
く
だ
さ
い
。
（
回
答
欄
が
、
表
示
さ
れ
ま
す
）

（
４
）
専
攻
・
課
程
別
に
、
平
成
３
０
年
度
の
博
士
課
程
（
後
期
）
修
了
者
（
学
位
授
与
者
、
満
期
退
学
者
い
ず
れ
も
含
む
）
の
進
路
（
令
和
元
年
５
月
１
日
現
在
）
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

※
１

　
正

規
職

員
、

自
営

業
主

等
の

任
期

・
雇

用
期

間
の

定
め

が
な

い
仕

事
に

就
い

た
者

を
指

し
ま

す
。

※
２

　
派

遣
社

員
、

契
約

社
員

等
の

雇
用

契
約

が
1
年

以
上

か
つ

フ
ル

タ
イ

ム
勤

務
相

当
の

仕
事

に
就

い
た

者
を

指
し

ま
す

。

※
３

　
医

師
等

と
は

、
医

師
、

歯
科

医
師

、
獣

医
師

、
薬

剤
師

、
保

健
師

、
助

産
師

、
看

護
師

、
医

療
技

術
者

、
そ

の
他

の
保

健
医

療
従

事
者

を
指

し
ま

す
。

※
４

　
一

時
的

な
仕

事
に

就
い

た
者

は
、

雇
用

契
約

が
１

年
未

満
の

パ
ー

ト
、

ア
ル

バ
イ

ト
な

ど
の

臨
時

的
な

収
入

を
目

的
と

し
た

仕
事

に
就

い
た

者
、

を
指

し
ま

す
。

※
５

　
ポ

ス
ド

ク
(ポ

ス
ト

ド
ク

タ
ー

)は
、

助
教

・
講

師
等

の
大

学
教

員
以

外
の

立
場

で
の

研
究

職
を

指
し

ま
す

。
日

本
学

術
振

興
会

の
特

別
研

究
員

（
P

D
，

S
P

D
）
は

ポ
ス

ド
ク

（
給

与
あ

り
）
に

含
み

ま
す

。

（
４

）
卒

業
後

の
進

路

大
学

教
員

高
等

学
校

教
員

教
員

（
そ

の
他

）

民
間

企
業

等
へ

の
就

職

公
的

研
究

機
関

等
へ

の
就

職

官
公

庁
等

へ
の

就
職

医
師

等
※

３
そ

の
他

大
学

教
員

高
等

学
校

教
員

教
員

（
そ

の
他

）

民
間

企
業

等
へ

の
就

職

公
的

研
究

機
関

等
へ

の
就

職

官
公

庁
等

へ
の

就
職

医
師

等
※

３
そ

の
他

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

入
力

例
文

科
大

学
経

済
学

研
究

科
経

済
学

専
攻

B
：
５

年
一

貫
2
3

1
2

3
2

1
1

0
0

1
2

3
2

1
1

0
0

1
1

0
0

0
0

0
1

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

8
0

9
0

1
0

0

1
1

0

1
2

0

1
3

0

1
4

0

1
5

0

1
6

0

1
7

0

1
8

0

1
9

0

2
0

0

2
1

0

2
2

0

2
3

0

2
4

0

2
5

0

2
6

0

2
7

0

2
8

0

2
9

0

3
0

0

3
1

0

3
2

0

3
3

0

合
計

人
数

（
自

動
）

博
士

課
程

（
後

期
）
修

了
者

の
進

路
（
平

成
3
0
年

度
）

不
詳

ポ
ス

ド
ク

※
５

（
給

与
あ

り
）

進
学

者
ポ

ス
ド

ク
※

５
（
給

与
な

し
）

左
記

以
外

の
も

の

一
時

的
な

仕
事

に
就

い
た

者
※

４

計

大
学

名

大
学

番
号

大
  

学
  

名
N

O
研

究
科

名
専

攻
名

課
程

(※
1
)

社
会

人
入

学
者

（
現

職
継

続
）

臨
床

研
修

医
（
予

定
者

を
含

む
）

専
修

学
校

・
外

国
語

の
学

校
等

入
学

者

任
期

・
雇

用
期

間
の

定
め

な
し

※
１

任
期

・
雇

用
期

間
の

定
め

あ
り

※
２

就
職

者



５
．

卒
業

後
の

進
路

（
半

年
後

の
状

況
）

【
様

式
５

】

大
学

番
号

●
「
B
：
５
年
一
貫
」
「
C
：
博
士
後
期
」
「
D
：
医
学
、
歯
学
、
薬
学
、
獣
医
学
の
博
士
」
課
程
の
み
お
答
え
く
だ
さ
い
。
（
回
答
欄
が
、
表
示
さ
れ
ま
す
）

（
５
）
専
攻
・
課
程
別
に
、
平
成
３
０
年
度
の
博
士
課
程
（
後
期
）
修
了
者
（
学
位
授
与
者
、
満
期
退
学
者
い
ず
れ
も
含
む
）
の
半
年
後
（
令
和
元
年
１
０
月
１
日
現
在
）
の
状
況
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　
　
　
な
お
、
様
式
4
の
就
職
状
態
か
ら
変
化
の
な
い
（
変
化
を
確
認
し
て
い
な
い
場
合
を
含
む
）
修
了
者
に
つ
い
て
は
、
様
式
４
と
同
じ
状
況
で
カ
ウ
ン
ト
し
て
く
だ
さ
い
。

※
１

　
正

規
職

員
、

自
営

業
主

等
の

任
期

・
雇

用
期

間
の

定
め

が
な

い
仕

事
に

就
い

た
者

を
指

し
ま

す
。

※
２

　
派

遣
社

員
、

契
約

社
員

等
の

雇
用

契
約

が
1
年

以
上

か
つ

フ
ル

タ
イ

ム
勤

務
相

当
の

仕
事

に
就

い
た

者
を

指
し

ま
す

。

※
３

　
医

師
等

と
は

、
医

師
、

歯
科

医
師

、
獣

医
師

、
薬

剤
師

、
保

健
師

、
助

産
師

、
看

護
師

、
医

療
技

術
者

、
そ

の
他

の
保

健
医

療
従

事
者

を
指

し
ま

す
。

※
４

　
一

時
的

な
仕

事
に

就
い

た
者

は
、

雇
用

契
約

が
１

年
未

満
の

パ
ー

ト
、

ア
ル

バ
イ

ト
な

ど
の

臨
時

的
な

収
入

を
目

的
と

し
た

仕
事

に
就

い
た

者
、

を
指

し
ま

す
。

※
５

　
ポ

ス
ド

ク
(ポ

ス
ト

ド
ク

タ
ー

)は
、

助
教

・
講

師
等

の
大

学
教

員
以

外
の

立
場

で
の

研
究

職
を

指
し

ま
す

。
日

本
学

術
振

興
会

の
特

別
研

究
員

（
P

D
，

S
P

D
）
は

ポ
ス

ド
ク

（
給

与
あ

り
）
に

含
み

ま
す

。

（
５

）
卒

業
後

の
進

路
（
半

年
後

（
令

和
元

年
１

０
月

１
日

現
在

）
の

状
況

）

大
学

教
員

高
等

学
校

教
員

教
員

（
そ

の
他

）

民
間

企
業

等
へ

の
就

職

公
的

研
究

機
関

等
へ

の
就

職

官
公

庁
等

へ
の

就
職

医
師

等
※

３
そ

の
他

大
学

教
員

高
等

学
校

教
員

教
員

（
そ

の
他

）

民
間

企
業

等
へ

の
就

職

公
的

研
究

機
関

等
へ

の
就

職

官
公

庁
等

へ
の

就
職

医
師

等
※

３
そ

の
他

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

入
力

例
文

科
大

学
経

済
学

研
究

科
経

済
学

専
攻

B
：
５

年
一

貫
2
3

1
2

3
2

1
1

0
0

1
2

3
2

1
1

0
0

1
1

0
0

0
0

0
1

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

8
0

9
0

1
0

0

1
1

0

1
2

0

1
3

0

1
4

0

1
5

0

1
6

0

1
7

0

1
8

0

1
9

0

2
0

0

2
1

0

2
2

0

2
3

0

2
4

0

2
5

0

2
6

0

2
7

0

2
8

0

2
9

0

3
0

0

3
1

0

3
2

0

3
3

0

就
職

者

進
学

者
ポ

ス
ド

ク
※

５
（
給

与
あ

り
）

ポ
ス

ド
ク

※
５

（
給

与
な

し
）

左
記

以
外

の
も

の

社
会

人
入

学
者

（
現

職
継

続
）

臨
床

研
修

医
（
予

定
者

を
含

む
）

専
修

学
校

・
外

国
語

の
学

校
等

入
学

者

計

一
時

的
な

仕
事

に
就

い
た

者
※

４

大
学

名

大
学

番
号

大
  

学
  

名
N

O
研

究
科

名
専

攻
名

課
程

(※
1
)

博
士

課
程

（
後

期
）
修

了
者

の
進

路
（
平

成
3
0
年

度
）

不
詳

任
期

・
雇

用
期

間
の

定
め

な
し

※
１

任
期

・
雇

用
期

間
の

定
め

あ
り

※
２

合
計

人
数

（
自

動
）



６
．

雇
用

に
つ

い
て

【
様

式
６

】

大
学

番
号

（
６
）
大
学
院
全
体
、
お
よ
び
、
専
攻
・
課
程
別
に
、
平
成
３
０
年
度
の
Ｔ
Ａ
・
Ｒ
Ａ
の
雇
用
実
績
に
つ
い
て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

※
１

　
N

o
.0

の
「
専

攻
・
課

程
以

外
の

雇
用

」
に

つ
い

て
は

、
各

専
攻

・
課

程
等

に
所

属
せ

ず
大

学
院

と
し

て
一

括
で

雇
用

管
理

し
て

い
る

Ｔ
Ａ

・
Ｒ

Ａ
等

、
N

o
.1

以
降

に
含

ま
れ

な
い

T
A

・
R

A
の

人
数

を
す

べ
て

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

※
２

　
Ｔ

Ａ
（
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
・
ア

シ
ス

タ
ン

ト
）
と

は
、

学
部

学
生

等
に

対
す

る
チ

ュ
ー

タ
リ

ン
グ

（
助

言
）
や

実
験

、
実

習
、

演
習

等
の

教
育

補
助

業
務

（
具

体
的

に
は

、
演

習
の

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

リ
ー

ダ
ー

、
レ

ポ
ー

ト
・
試

験
等

の
採

点
な

ど
）
を

行
い

、
こ

れ
に

対
す

る
手

当
て

を
支

給
さ

れ
る

大
学

院
学

生
を

指
し

ま
す

。
※

３
　

Ｒ
Ａ

（
リ

サ
ー

チ
・
ア

シ
ス

タ
ン

ト
）
と

は
、

大
学

等
が

行
う

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

等
の

研
究

補
助

業
務

（
具

体
的

に
は

、
デ

ー
タ

処
理

業
務

、
各

種
実

験
の

実
施

及
び

補
助

、
研

究
設

備
の

運
転

・
整

備
等

）
を

行
い

、
こ

れ
に

対
す

る
手

当
て

を
支

給
さ

れ
る

大
学

院
学

生
を

指
し

ま
す

。

（
６

）
Ｔ

Ａ
・
Ｒ

Ａ
雇

用
実

績

採
用

人
数

支
出

実
績

金
額

額
（
千

円
）

採
用

人
数

支
出

実
績

金
額

額
（
千

円
）

採
用

人
数

支
出

実
績

金
額

額
（
千

円
）

延
べ

人
数

支
出

実
績

金
額

（
千

円
）

対
象

者
数

支
出

実
績

金
額

（
千

円
）

対
象

者
数

支
出

実
績

金
額

（
千

円
）

対
象

者
数

支
出

実
績

金
額

（
千

円
）

対
象

者
数

支
出

実
績

金
額

（
千

円
）

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

入
力

例
文

科
大

学
専

攻
・
課

程
以

外
の

雇
用

 ※
１

－
－

1
0

0
0

0
1

1
8

1
1
8

5
2

1
3

4
1
5
0

5
2
2
5

1
1

3
8
8

入
力

例
文

科
大

学
経

済
学

研
究

科
経

済
学

専
攻

B
：
５

年
一

貫
1

0
0

0
0

1
1
8

1
1
8

1
5

4
2
5

8
3
0
0

1
0

4
5
0

2
2

7
7
5

0
専

攻
・
課

程
以

外
の

雇
用

 ※
１

－
－

0
0

0
0

1
0

0
0

0

2
0

0
0

0

3
0

0
0

0

4
0

0
0

0

5
0

0
0

0

6
0

0
0

0

7
0

0
0

0

8
0

0
0

0

9
0

0
0

0

1
0

0
0

0
0

1
1

0
0

0
0

1
2

0
0

0
0

1
3

0
0

0
0

1
4

0
0

0
0

1
5

0
0

0
0

1
6

0
0

0
0

1
7

0
0

0
0

1
8

0
0

0
0

1
9

0
0

0
0

2
0

0
0

0
0

2
1

0
0

0
0

2
2

0
0

0
0

2
3

0
0

0
0

2
4

0
0

0
0

2
5

0
0

0
0

2
6

0
0

0
0

2
7

0
0

0
0

2
8

0
0

0
0

2
9

0
0

0
0

3
0

0
0

0
0

計

採
用

人
数

（
実

数
）

雇
用

財
源

別

採
用

人
数

（
実

数
）

雇
用

財
源

別
競

争
的

資
金

等
寄

付
金

等
基

盤
的

経
費

等
計

競
争

的
資

金
等

寄
付

金
等

大
学

番
号

大
学

名
Ｎ

Ｏ
研

究
科

名
専

攻
名

基
盤

的
経

費
等

計

大
学

名

課
程

T
A

（
※

２
・
４

）
R

A
（
※

３
・
４

）

※
４

　
Ｔ

Ａ
・
Ｒ

Ａ
の

採
用

学
生

数
に

つ
い

て
は

、
平

成
3
0
年

度
の

実
績

に
つ

い
て

、
『
競

争
的

資
金

等
』
の

欄
に

は
競

争
的

資
金

等
の

国
か

ら
の

競
争

的
な

補
助

金
・
委

託
費

を
財

源
と

し
た

Ｔ
Ａ

・
Ｒ

Ａ
数

を
、

『
寄

付
金

等
』
の

欄
に

は
寄

付
金

等
の

国
か

ら
の

補
助

金
・
委

託
費

以
外

の
外

部
資

金
を

財
源

と
し

た
Ｔ

Ａ
・
Ｒ

Ａ
数

を
、

『
基

盤
的

経
費

等
』
の

欄
に

は
運

営
費

交
付

金
、

私
学

助
成

等
補

助
金

及
び

授
業

料
収

入
等

の
内

部
資

金
を

財
源

と
し

た
Ｔ

Ａ
・
Ｒ

Ａ
数

を
記

入
願

い
ま

す
。

ま
た

、
財

源
別

に
そ

れ
ぞ

れ
平

成
3
0
年

度
の

Ｔ
Ａ

・
Ｒ

Ａ
と

し
て

支
出

し
た

実
績

金
額

を
千

円
単

位
で

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
な

お
、

こ
こ

で
は

『
採

用
人

数
』
に

関
し

て
は

実
数

を
記

入
し

て
く
だ

さ
い

。



７
．

第
３

次
大

学
院

教
育

振
興

施
策

要
綱

等
を

踏
ま

え
た

大
学

院
改

革
に

関
す

る
取

組
状

況
【
様

式
７

】

大
学

番
号

（
１
）
第
３
次
大
学
院
教
育
振
興
施
策
要
綱
等
を
踏
ま
え
た
大
学
院
改
革
に
関
す
る
取
組
状
況
（
体
系
的
な
大
学
院
教
育
の
取
組
内
容
の
推
進
）
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
取
組
と
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
を
①
～
⑲
か
ら
選
択
し
て
く
だ
さ
い
（
複
数
選
択
可
）
。

　
各
取
組
に
つ
い
て
は
、
専
攻
独
自
の
取
組
だ
け
で
な
く
、
研
究
科
や
大
学
院
全
体
で
行
っ
て
い
る
も
の
も
、
「
行
っ
て
い
る
」
と
し
て
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

※
　

該
当

す
る

選
択

肢
に

つ
い

て
プ

ル
ダ

ウ
ン

メ
ニ

ュ
ー

よ
り

「
○

」
を

選
ん

で
く
だ

さ
い

※
１

　
⑤

に
つ

い
て

、
【
研

究
手

法
を

身
に

つ
け

る
科

目
を

設
置

し
て

い
る

。
】
と

あ
る

が
、

こ
こ

で
は

、
研

究
手

法
を

身
に

つ
け

る
内

容
に

特
化

し
た

科
目

以
外

に
、

こ
の

よ
う

な
内

容
を

含
む

科
目

や
研

究
指

導
を

対
象

に
含

み
ま

す
。

（
１

）
体

系
的

な
大

学
院

教
育

の
取

組
内

容
の

推
進

①
学

修
課

題
を

複
数

の
科

目
等

を
通

じ
て

体
系

的
に

履
修

す
る

コ
ー

ス
ワ

ー
ク

を
実

施
し

て
い

る
⑪

学
外

者
か

ら
の

高
度

で
実

践
的

な
教

育
を

受
け

る
機

会
を

提
供

し
て

い
る

（
学

外
の

連
絡

先
を

ａ
～

ｅ
で

お
選

び
く
だ

さ
い

）
⑱

②
主

専
攻

分
野

以
外

の
分

野
の

授
業

科
目

の
体

系
的

な
履

修
を

行
っ

て
い

る
ａ

企
業

等
産

業
界

③
専

攻
又

は
研

究
科

を
横

断
し

て
共

通
の

コ
ア

科
目

を
設

置
し

て
い

る
ｂ

地
方

公
共

団
体

ａ
最

先
端

の
知

に
ア

ク
セ

ス
す

る
能

力

④
教

養
科

目
を

設
置

し
て

い
る

ｃ
職

能
団

体
ｂ

自
ら

課
題

を
発

見
し

設
定

す
る

力

⑤
研

究
者

と
し

て
必

要
と

さ
れ

る
実

験
・
論

文
作

成
等

の
研

究
手

法
を

身
に

付
け

る
科

目
を

設
置

し
て

い
る

 ※
１

ｄ
政

府
機

関
ｃ

自
ら

仮
説

を
構

築
し

、
検

証
す

る
力

⑥
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

企
画

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
能

力
を

養
う

科
目

を
設

置
し

て
い

る
ｅ

そ
の

他
ｄ

社
会

的
・
経

済
的

価
値

を
判

断
・
創

出
す

る
能

力

⑦
複

数
専

攻
制

を
実

施
し

て
い

る
⑫

メ
ン

タ
ー

に
よ

る
授

業
外

の
サ

ポ
ー

ト
を

提
供

し
て

い
る

ｅ
高

度
な

英
語

力
を

含
む

グ
ロ

ー
バ

ル
化

に
対

応
し

た
優

れ
た

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力

⑧
研

究
室

の
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

を
実

施
し

て
い

る
⑬

異
分

野
の

学
生

間
で

切
磋

琢
磨

で
き

る
環

境
を

整
備

し
て

い
る

ｆ
倫

理
観

⑨
外

国
の

大
学

等
で

の
教

育
研

究
の

機
会

を
提

供
し

て
い

る
⑭

産
業

界
と

の
連

携
に

よ
り

、
基

礎
的

な
知

識
・
能

力
に

関
す

る
共

通
的

な
到

達
目

標
の

設
定

を
し

て
い

る
ｇ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

能
力

⑩
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
形

式
に

よ
る

授
業

や
課

題
を

実
施

し
て

い
る

⑮
寄

付
等

、
企

業
等

か
ら

大
学

院
教

育
に

使
用

可
能

な
外

部
資

金
が

あ
る

ｈ
S
T
E
A

M
（
S
c
ie

n
c
e
, 
T
e
c
h
n
o
lo

gy
, 
E
n
gi

n
e
e
ri
n
g,

 A
rt

, 
M

at
h
e
m

at
ic

s）
分

野
の

基
礎

的
な

知
識

⑯
企

業
、

研
究

機
関

、
N

P
O

、
学

協
会

等
の

関
係

機
関

と
連

携
し

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
や

教
材

を
開

発
し

て
い

る
ｉ

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

の
知

識

⑰
共

同
研

究
に

お
け

る
R

A
経

費
を

企
業

が
負

担
す

る
環

境
を

整
備

し
て

い
る

ｊ
知

的
財

産
に

関
す

る
知

識

⑲
①

～
⑱

の
取

組
は

行
っ

て
い

な
い

ａ
ｂ

ｃ
ｄ

ｅ
そ

の
他

の
内

容
ａ

ｂ
ｃ

ｄ
ｅ

ｆ
ｇ

ｈ
ｉ

ｊ

入
力

例
文

科
大

学
経

済
学

研
究

科
経

済
学

専
攻

B
：
５

年
一

貫
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

3
1

3
2

3
3

3
4

3
5

3
6

3
7

3
8

3
9

4
0

4
1

4
2

4
3

4
4

4
5

4
6

4
7

4
8

4
9

5
0

⑲

社
会

で
広

く
活

用
で

き
る

汎
用

的
な

ス
キ

ル
（
ト

ラ
ン

ス
フ

ァ
ラ

ブ
ル

ス
キ

ル
）
と

し
て

、
身

に
付

け
さ

せ
る

教
育

を
実

施
し

て
い

る
（
ど

の
よ

う
な

取
組

か
ａ
～

ｊで
お

選
び

く
だ

さ
い

）

質
問

項
目

⑱
　

⑱
で

 ◯
 の

場
合

③
⑧

⑬
⑭

⑮
⑩

⑯
⑰

大
学

名

課
程

(※
1
)

①
②

⑨
⑪

　
⑪

で
 ◯

 の
場

合
⑫

④
⑤

⑥
⑦

大
学

番
号

大
学

名
N

O
研

究
科

名
専

攻
名



７
．
第
３
次
大
学
院
教
育
振
興
施
策
要
綱
等
を
踏
ま
え
た
大
学
院
改
革
に
関
す
る
取
組
状
況
（
続
き
）

【
様
式
８
】

大
学
番
号

（
２
）
第
３
次
大
学
院
教
育
振
興
施
策
要
綱
等
を
踏
ま
え
た
大
学
院
改
革
に
関
す
る
取
組
状
況
（
組
織
的
な
教
育
・
研
究
指
導
体
制
の
確
立
）
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
取
組
と
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
を
①
～
④
か
ら
選
択
し
て
く
だ
さ
い
（
複
数
選
択
可
）
。

　
各
取
組
に
つ
い
て
は
、
専
攻
独
自
の
取
組
だ
け
で
な
く
、
研
究
科
や
大
学
院
全
体
で
行
っ
て
い
る
も
の
も
、
「
行
っ
て
い
る
」
と
し
て
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

※
　
該
当
す
る
選
択
肢
に
つ
い
て
プ
ル
ダ
ウ
ン
メ
ニ
ュ
ー
よ
り
「
○
」
を
選
ん
で
く
だ
さ
い

（
２
）
組
織
的
な
教
育
・
研
究
指
導
体
制
の
確
立

① ② ③
学
位
授
与
状
況
に
つ
い
て
公
表
し
て
い
る

④
①
～
③
の
取
組
は
行
っ
て
い
な
い

入
力
例

文
科
大
学

経
済
学
研
究
科

経
済
学
専
攻

B
：
５
年
一
貫

○
○

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

大
学
名

課
程
(※
1
)

質
問
項
目

①
②

③
④

教
育
の
観
点
を
含
め
た
教
員
の
業
績
評
価
を
実
施
し
て
い
る

教
員
や
学
生
の
異
分
野
交
流
を
促
進
す
る
よ
う
な
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
し
機

会
を
設
け
て
い
る
。

大
学
番
号

大
学
名

N
O

研
究
科
名

専
攻
名



７
．
第
３
次
大
学
院
教
育
振
興
施
策
要
綱
等
を
踏
ま
え
た
大
学
院
改
革
に
関
す
る
取
組
状
況
（
続
き
）

【
様
式
９
】

大
学
番
号

●
「
B
：
５
年
一
貫
」
「
C
：
博
士
後
期
」
「
D
：
医
学
、
歯
学
、
薬
学
、
獣
医
学
の
博
士
」
課
程
の
み
お
答
え
く
だ
さ
い
。
（
回
答
欄
が
、
表
示
さ
れ
ま
す
）

（
３
）
第
３
次
大
学
院
教
育
振
興
施
策
要
綱
等
を
踏
ま
え
た
大
学
院
改
革
に
関
す
る
取
組
状
況
（
研
究
倫
理
教
育
の
実
施
と
博
士
論
文
の
指
導
・
審
査
体
制
の
改
善
）
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
取
組
と
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
（
複
数
選
択
可
）
。

　
各
取
組
に
つ
い
て
は
、
専
攻
独
自
の
取
組
だ
け
で
な
く
、
研
究
科
や
大
学
院
全
体
で
行
っ
て
い
る
も
の
も
、
「
行
っ
て
い
る
」
と
し
て
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

※
　
該
当
す
る
選
択
肢
に
つ
い
て
プ
ル
ダ
ウ
ン
メ
ニ
ュ
ー
よ
り
「
○
」
を
選
ん
で
く
だ
さ
い

※
１
　
一
般
的
に
論
文
掲
載
料
を
目
当
て
に
、
適
切
な
査
読
を
行
わ
ず
に
質
が
十
分
に
保
証
さ
れ
て
い
な
い
論
文
を
掲
載
す
る
粗
悪
な
学
術
誌
を
指
し
ま
す

（
３
）
研
究
倫
理
教
育
の
実
施
と
博
士
論
文
の
指
導
・
審
査
体
制
の
改
善

ｉ．
研
究
倫
理
教
育
、
指
導
体
制
に
つ
い
て
お
答
え
く
だ
さ
い

ｉｉ
．
博
士
論
文
の
審
査
体
制
に
つ
い
て
お
答
え
く
だ
さ
い

①
研
究
室
以
外
の
場
で
研
究
倫
理
教
育
を
受
け
る
機
会
を
提
供
し
て
い
る

①
指
導
教
員
が
学
位
審
査
に
関
与
し
な
い
こ
と
と
し
て
い
る

②
複
数
の
指
導
教
員
に
よ
る
論
文
指
導
体
制
を
構
築
し
て
い
る

②
学
位
審
査
に
お
い
て
、
学
外
の
審
査
委
員
を
登
用
し
て
い
る

③
審
査
委
員
が
学
位
審
査
に
当
た
っ
て
博
士
論
文
を
精
査
す
る
時
間
を
十
分
に
設
け
て
い
る

④
学
位
審
査
に
係
る
委
員
名
を
公
表
し
て
い
る

④
異
な
る
専
攻
の
教
員
を
加
え
た
論
文
指
導
体
制
を
構
築
し
て
い
る

⑤
論
文
発
表
会
を
公
開
で
実
施
し
て
い
る

⑥
博
士
論
文
の
全
文
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
し
て
い
る

⑦
学
位
申
請
を
年
間
に
複
数
回
申
請
で
き
る
仕
組
み
を
整
備
し
て
い
る

⑧
類
似
度
判
定
ソ
フ
ト
を
導
入
し
て
い
る

⑨
英
語
で
の
論
文
作
成
や
審
査
を
認
め
て
い
る

⑩
粗
悪
学
術
誌
（
※
１
）
の
対
策
を
行
っ
て
い
る
（
ど
の
よ
う
な
対
策
を
行
っ
て
い
る
か
を
a
～
e
で
お
選
び
く
だ
さ
い
。
）

ａ
注
意
喚
起
の
発
出

⑧
確
実
に
論
文
指
導
の
時
間
を
確
保
す
る
た
め
の
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
を
設
定
し
て
い
る

ｂ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
ホ
ワ
イ
ト
リ
ス
ト
ま
た
は
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
紹
介

⑨
①
～
⑧
の
取
組
は
行
っ
て
い
な
い

ｃ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
選
択
時
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
作
成

ｄ
相
談
体
制
の
確
立

ｅ
そ
の
他

⑪
①
～
⑩
の
取
組
は
行
っ
て
い
な
い

　
⑩
で
◯
の
場
合

ａ
ｂ

ｃ
ｄ

ｅ

入
力
例

文
科
大
学

経
済
学
研
究
科

経
済
学
専
攻

B
：
５
年
一
貫

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

3
1

3
2

3
3

3
4

⑦
博
士
論
文
の
作
成
に
関
連
す
る
研
究
活
動
な
ど
を
単
位
と
し
て
認
定
し
、
そ
の
指

導
を
強
化
し
て
い
る

⑦
⑧

⑨
①

②
②

③
④

⑤
⑥

大
学
名

質
問
項
目

質
問
項
目

③
複
数
の
指
導
教
員
に
よ
る
論
文
指
導
体
制
を
構
築
し
て
い
る
場
合
、
指
導
の
責
任

体
制
を
明
確
に
し
て
い
る

課
程
(※
1
)

①⑤ ⑥

博
士
論
文
に
係
る
研
究
の
進
捗
状
況
に
関
す
る
中
間
発
表
を
実
施
す
る
仕
組
み
を

整
備
し
て
い
る

学
生
の
研
究
遂
行
能
力
を
適
切
に
把
握
す
る
た
め
、
適
宜
口
頭
試
験
を
実
施
す
る

な
ど
、
専
攻
分
野
等
の
理
解
度
を
確
認
す
る
仕
組
み
を
整
備
し
て
い
る

大
学
番
号

大
学
名

N
O

研
究
科
名

専
攻
名

③
⑨

⑩
⑪

④
⑤

⑥
⑦

⑧



７
．

第
３

次
大

学
院

教
育

振
興

施
策

要
綱

等
を

踏
ま

え
た

大
学

院
改

革
に

関
す

る
取

組
状

況
（
続

き
）

【
様

式
１

０
】

大
学

番
号

（
４
）
第
３
次
大
学
院
教
育
振
興
施
策
要
綱
等
を
踏
ま
え
た
大
学
院
改
革
に
関
す
る
取
組
状
況
（
将
来
大
学
教
員
と
な
る
者
を
対
象
と
し
た
教
育
能
力
養
成
シ
ス
テ
ム
の
構
築
）
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
取
組
と
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
（
複
数
選
択
可
）
。

　
各
取
組
に
つ
い
て
は
、
専
攻
独
自
の
取
組
だ
け
で
な
く
、
研
究
科
や
大
学
院
全
体
で
行
っ
て
い
る
も
の
も
、
「
行
っ
て
い
る
」
と
し
て
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

※
　

該
当

す
る

選
択

肢
に

つ
い

て
プ

ル
ダ

ウ
ン

メ
ニ

ュ
ー

よ
り

「
○

」
ま

た
は

当
て

は
ま

る
も

の
を

選
ん

で
く
だ

さ
い

（
４

）
将

来
大

学
教

員
と

な
る

者
を

対
象

と
し

た
教

育
能

力
養

成
シ

ス
テ

ム
の

構
築

等

①
大

学
院

生
を

対
象

と
し

た
プ

レ
F
D

を
実

施
し

て
い

る
。

ａ
学

生
指

導
方

法
や

教
材

作
成

方
法

等
、

教
育

能
力

向
上

を
目

的
と

し
た

講
義

等
の

取
組

を
実

施
し

て
い

る

ｂ
外

部
か

ら
専

門
家

を
招

い
て

講
義

等
を

行
っ

て
い

る

ｃ
T
A

や
R

A
業

務
に

あ
た

っ
て

、
授

業
設

計
等

教
育

能
力

向
上

を
目

的
と

し
た

研
修

を
大

学
と

し
て

組
織

的
に

行
っ

て
い

る

ｄ
教

育
関

係
共

同
利

用
拠

点
等

を
活

用
し

た
取

組
を

行
っ

て
い

る

ｅ
大

学
内

外
で

行
わ

れ
る

若
手

研
究

者
や

大
学

教
員

の
養

成
プ

ロ
セ

ス
と

の
有

機
的

な
接

続
も

考
慮

し
た

取
組

を
行

っ
て

い
る

ｆ
そ

の
他

の
取

組
を

行
っ

て
い

る
（
具

体
的

に
記

載
）

②
他

大
学

等
に

お
け

る
自

大
学

の
学

生
が

参
加

で
き

る
プ

レ
F
D

の
情

報
提

供
を

行
っ

て
い

る
。

③
在

学
生

や
入

学
を

志
望

す
る

者
に

対
し

て
、

在
学

中
に

必
要

な
学

費
等

の
経

費
や

経
済

的
支

援
メ

ニ
ュ

ー
等

の
情

報
（
フ

ァ
イ

ナ
ン

シ
ャ

ル
・
プ

ラ
ン

）
を

明
示

し
て

い
る

。

　
①

で
◯

の
場

合

全
員

/
希

望
者

授
業

科
目

/
そ

れ
以

外

全
員

/
希

望
者

授
業

科
目

/
そ

れ
以

外

全
員

/
希

望
者

授
業

科
目

/
そ

れ
以

外

全
員

/
希

望
者

授
業

科
目

/
そ

れ
以

外

全
員

/
希

望
者

授
業

科
目

/
そ

れ
以

外

全
員

/
希

望
者

授
業

科
目

/
そ

れ
以

外

入
力

例
文

科
大

学
経

済
学

研
究

科
経

済
学

専
攻

B
：
５

年
一

貫
○

全
員

授
業

科
目

希
望

者
授

業
科

目
全

員
そ

れ
以

外
希

望
者

そ
れ

以
外

○
○

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

課
程

(※
1
)

そ
の

他
の

内
容

を
ご

記
入

く
だ

さ
い

①
大

学
番

号
大

学
名

N
O

研
究

科
名

専
攻

名
③

①
で

 ◯
 の

場
合

 →
 ど

の
よ

う
な

取
組

を
ど

の
よ

う
な

対
象

（
全

員
/
希

望
者

）
及

び
　

 ↓
　

　
　

　
　

　
　

　
  

課
程

（
授

業
科

目
と

し
て

単
位

を
授

与
/
そ

れ
以

外
）
で

行
っ

て
い

る
か

お
答

え
く
だ

さ
い

大
学

名

質
問

項
目

ａ
ｂ

c
d

e
f

②



７
．
第
３
次
大
学
院
教
育
振
興
施
策
要
綱
等
を
踏
ま
え
た
大
学
院
改
革
に
関
す
る
取
組
状
況
（
続
き
）

【
様
式
１
１
】

大
学
番
号

（
５
）
第
３
次
大
学
院
教
育
振
興
施
策
要
綱
等
を
踏
ま
え
た
大
学
院
改
革
に
関
す
る
取
組
状
況
（
大
学
院
修
了
者
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
確
保
と
可
視
化
の
推
進
）
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
取
組
と
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
（
複
数
選
択
可
）
。

　
各
取
組
に
つ
い
て
は
、
専
攻
独
自
の
取
組
だ
け
で
な
く
、
研
究
科
や
大
学
院
全
体
で
行
っ
て
い
る
も
の
も
、
「
行
っ
て
い
る
」
と
し
て
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

※
　
該
当
す
る
選
択
肢
に
つ
い
て
プ
ル
ダ
ウ
ン
メ
ニ
ュ
ー
よ
り
「
○
」
ま
た
は
当
て
は
ま
る
も
の
を
選
ん
で
く
だ
さ
い

（
５
）
大
学
院
修
了
者
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
確
保
と
可
視
化
の
推
進

i．
状
況
把
握
に
つ
い
て
お
答
え
く
だ
さ
い

ii
．
大
学
院
と
し
て
の
組
織
的
な
学
生
に
対
す
る
就
職
支
援
に
つ
い
て
お
答
え
く
だ
さ
い

①
民
間
の
就
職
支
援
企
業
の
活
用
や
民
間
の
就
職
サ
イ
ト
の
積
極
的
な
周
知
利
用
を
行
っ
て
い
る

③
教
育
研
究
機
関
以
外
へ
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
具
体
化
の
た
め
の
学
生
教
員
に
対
す
る
情
報
提
供
の
機
会
を
提
供
し
て
い
る

④
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
に
関
す
る
相
談
対
応
が
可
能
な
専
門
の
メ
ン
タ
ー
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
配
置
を
行
っ
て
い
る

⑤
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
仲
介
等
の
支
援
や
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
て
い
る
。

⑥
大
学
院
修
了
者
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
に
関
す
る
認
識
を
高
め
る
た
め
、
大
学
と
産
業
界
と
の
間
で
の
対
話
の
機
会
を
設
け
て
い
る

⑦
若
手
研
究
者
を
対
象
に
ポ
ス
ト
の
拡
充
等
を
行
い
、
安
定
か
つ
自
立
し
て
研
究
を
推
進
で
き
る
環
境
を
整
備
し
て
い
る

⑧
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
い
る

⑨
そ
の
他

⑩
①
～
⑨
の
取
組
を
行
っ
て
い
な
い

入
力
例

文
科
大
学

経
済
学
研
究
科

経
済
学
専
攻

B
：
５
年
一
貫

A
人
文
科
学

4
,5

○
○

○
○

○
○

○

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

3
1

3
2

3
3

3
4

3
5

3
6

3
7

3
8

3
9

4
0

4
1

⑤
①
～
④
の
取
組
を
行
っ
て
い
な
い

④

修
了
生
の
就
職
状
況
を
、
修
了
後
以
降
継
続
し
て
把
握
し
て
い
る
。

博
士
人
材
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
J
G
R
A
D
）
へ
の
学
生
の
登
録
を
推
進
し

て
い
る
。

① ② ③ ④

修
了
生
の
就
職
状
況
の
詳
細
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
公
表
し
て
い

る
。

修
了
生
の
就
職
状
況
や
活
躍
状
況
を
踏
ま
え
、
組
織
再
編
や
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

⑧
⑨

そ
の
他
の
内
容

⑩
③

④
⑤

⑥
⑦

大
学
名

①

質
問
項
目

①
大
分
類
（
※
2
）
中
分
類
（
※
3
）

質
問
項
目

③
課
程
(※
1
)

⑤
②

②

②

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
に
関
す
る
認
識
を
高
め
る
た
め
の
大
学
や
学
生
と
企
業
等
と
の
対
話
の
場
や
、
学
生
が
自
ら
身
に
つ
け
た
能
力
に
つ

い
て
見
つ
め
直
す
機
会
を
設
け
て
い
る

大
学
番
号

大
学
名

N
O

研
究
科
名

専
攻
名



７
．
第
３
次
大
学
院
教
育
振
興
施
策
要
綱
等
を
踏
ま
え
た
大
学
院
改
革
に
関
す
る
取
組
状
況
（
続
き
）

【
様
式
１
２
】

大
学
番
号

●
「
B
：
５
年
一
貫
」
「
C
：
博
士
後
期
」
「
D
：
医
学
、
歯
学
、
薬
学
、
獣
医
学
の
博
士
」
課
程
の
み
お
答
え
く
だ
さ
い
。
（
回
答
欄
が
、
表
示
さ
れ
ま
す
）

（
５
）
第
３
次
大
学
院
教
育
振
興
施
策
要
綱
等
を
踏
ま
え
た
大
学
院
改
革
に
関
す
る
取
組
状
況
（
大
学
院
修
了
者
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
確
保
と
可
視
化
の
推
進
）
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
取
組
と
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
（
複
数
選
択
可
）
。

　
各
取
組
に
つ
い
て
は
、
専
攻
独
自
の
取
組
だ
け
で
な
く
、
研
究
科
や
大
学
院
全
体
で
行
っ
て
い
る
も
の
も
、
「
行
っ
て
い
る
」
と
し
て
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

※
　
該
当
す
る
選
択
肢
に
つ
い
て
プ
ル
ダ
ウ
ン
メ
ニ
ュ
ー
よ
り
「
○
」
ま
た
は
当
て
は
ま
る
も
の
を
選
ん
で
く
だ
さ
い

（
５
）
大
学
院
修
了
者
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
確
保
と
可
視
化
の
推
進
（
続
き
）

入
力
例

文
科
大
学

経
済
学
研
究
科

経
済
学
専
攻

B
：
５
年
一
貫

○
○

○

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

大
学
名

具
体
的
な
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を
提
供
す
る

① ②

最
先
端
の
研
究
や
学
会
参
加
等
、
よ
り
高
度
で
魅
力
的
な
経
験
が
で
き
る
と
い
う
情
報
を
提
供
す
る

④
①

⑤
②

そ
の
他

⑥

博
士
課
程
修
了
後
、
大
学
等
に
お
け
る
研
究
者
の
み
な
ら
ず
多
様
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
が
あ
る
と
い
う
事
例
を
示
す

大
学
番
号

大
学
名

N
O

研
究
科
名

専
攻
名

⑥

課
程
(※
1
)

③
そ
の
他
の
内
容

ii
i．

大
学

院
と

し
て

の
組

織
的

な
、

博
士

前
期

課
程

ま
た

は
修

士
課

程
学

生
に

対
す

る
、

博
士

後
期

課
程

へ
の

　
　

 リ
ク

ル
ー

ト
活

動
に

つ
い

て
お

答
え

く
だ

さ
い

①
～
⑤
の
取
組
を
行
っ
て
い
な
い

質
問
項
目

③ ④
博
士
課
程
に
お
け
る
学
費
や
経
済
的
支
援
メ
ニ
ュ
ー
等
の
情
報
（
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
）
を
提
供
す
る

⑤



８
．
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に
つ
い
て

【
様
式
１
３
】

大
学
番
号

（
１
）
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
取
組
と
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
（
複
数
選
択
可
）
。

　
各
取
組
に
つ
い
て
は
、
専
攻
独
自
の
取
組
だ
け
で
な
く
、
研
究
科
や
大
学
院
全
体
で
行
っ
て
い
る
も
の
も
、
「
行
っ
て
い
る
」
と
し
て
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

※
　
該
当
す
る
選
択
肢
に
つ
い
て
プ
ル
ダ
ウ
ン
メ
ニ
ュ
ー
よ
り
「
○
」
ま
た
は
当
て
は
ま
る
も
の
を
選
ん
で
く
だ
さ
い

（
１
）
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
推
進

　
社
会
人
学
生
受
け
入
れ
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
か
お
答
え
く
だ
さ
い

①
関
係
機
関
（
業
界
団
体
や
教
育
関
連
企
業
等
）
と
の
連
携

②
土
日
夜
間
授
業
の
実
施

③
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
実
施

④
長
期
在
学
コ
ー
ス
や
短
期
在
学
コ
ー
ス
の
設
置

⑤
社
会
人
入
試
の
実
施

⑥
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
の
設
置

⑦
自
大
学
の
H
P
以
外
で
の
広
報
活
動
、
情
報
提
供

⑧
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
講

⑨
そ
の
他

⑩
上
記
の
取
組
は
行
っ
て
い
な
い

入
力
例

文
科
大
学

経
済
学
研
究
科

経
済
学
専
攻

B
：
５
年
一
貫

○
○

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1
0

1
1

1
2

1
3

⑨
そ
の
他
の
内
容

⑩
⑤

⑥
⑦

⑧

大
学
名

大
学
番
号

大
学
名

N
O

研
究
科
名

専
攻
名

課
程
(※
1
)

①

質
問
項
目

②
③

④



９
．
学
位
に
つ
い
て

【
様
式
１
４
】

大
学
番
号

●
「
A
’
：
博
士
前
期
」
「
B
：
５
年
一
貫
」
課
程
の
み
お
答
え
く
だ
さ
い
。
（
回
答
欄
が
、
表
示
さ
れ
ま
す
）

（
１
）
博
士
論
文
研
究
基
礎
力
審
査
の
導
入
状
況
に
つ
い
て
下
記
の
項
目
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。

　
専
攻
独
自
の
状
況
だ
け
で
な
く
、
研
究
科
や
大
学
院
全
体
で
対
応
し
て
い
る
も
の
も
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

※
　
該
当
す
る
選
択
肢
に
つ
い
て
プ
ル
ダ
ウ
ン
メ
ニ
ュ
ー
よ
り
「
○
」
ま
た
は
当
て
は
ま
る
も
の
を
選
ん
で
く
だ
さ
い

（
１
）
博
士
論
文
研
究
基
礎
力
審
査
の
導
入
状
況 ①

研
究
報
告

書
の
提
出

➁
後
期
課
程

進
学
後
の

研
究
計
画

➂
口
頭
試
問

④
公
開
発
表

会
（
論
文
、
研

⑤
筆
記
試
験

⑥
G
P
A
の
判
定

⑦
そ
の
他

そ
の
他
の
内
容
を

ご
記
入
く
だ
さ
い
。

入
力
例

文
科
大
学

経
済
学
研
究
科

経
済
学
専
攻

B
：
５
年
一
貫

導
入
し
て
い
る

2
0

1
○

○
○

○

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

博
士
論
文
研
究

基
礎
力
審
査
の

導
入
(※
)

審
査
に
よ
り

修
士
号
を
授

与
し
た
人
数

審
査
の
主
な
内
容
(複
数
選
択
可
)(
※
)

左
記
の
う
ち

博
士
後
期

課
程
に
進
学

し
な
か
っ
た

人
数

大
学
名

※
　
平
成
２
４
年
３
月
の
大
学
院
設
置
基
準
等
の
改
正
に
よ
り
、
博
士
課
程
の
前
期
・
後
期
を
通
じ
一
貫
し
た
人
材
養
成
目
的
を
持
つ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
、
前
期
の
課
程
を
修
了
し
修
士
号
を
授
与
す
る
条
件
と
し
て
、
大
学
の
判
断
に
よ
り
、
修
士
論
文
又
は
特
定
課
題
の
研
究
成
果
の
審
査
と
試
験

の
合
格
に
代
え
て
、
「
博
士
論
文
研
究
基
礎
力
審
査
」
（
Q
E
）
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
（
大
学
院
設
置
基
準
第
1
6
条
の
２
）

大
学
番
号

大
学
名

N
O

研
究
科
名

専
　
攻
　
名

課
程
(※
1
)

質
問
項
目



９
．
学
位
に
つ
い
て
（
続
き
）

【
様
式
１
５
】

大
学
番
号

●
（
２
）
論
文
博
士
に
つ
い
て
は
、
「
B
：
５
年
一
貫
」
「
C
：
博
士
後
期
」
「
D
：
医
学
、
歯
学
、
薬
学
、
獣
医
学
の
博
士
」
課
程
の
み
お
答
え
く
だ
さ
い
。
（
回
答
欄
が
、
表
示
さ
れ
ま
す
）

（
２
）
論
文
博
士
、
お
よ
び
、
（
３
）
入
試
の
状
況
に
つ
い
て
、
以
下
を
お
答
え
く
だ
さ
い
（
複
数
選
択
可
）
。

　
各
取
組
に
つ
い
て
は
、
専
攻
独
自
の
取
組
だ
け
で
な
く
、
研
究
科
や
大
学
院
全
体
で
行
っ
て
い
る
も
の
も
、
「
行
っ
て
い
る
」
と
し
て
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

※
　
該
当
す
る
選
択
肢
に
つ
い
て
プ
ル
ダ
ウ
ン
メ
ニ
ュ
ー
よ
り
「
○
」
ま
た
は
当
て
は
ま
る
も
の
を
選
ん
で
く
だ
さ
い

（
２
）
論
文
博
士

（
３
）
入
試
の
状
況

　
各
課
程
へ
の
入
学
試
験
の
項
目
を
お
答
え
く
だ
さ
い

①
査
読
付
き
論
文
の
本
数

①
研
究
報
告
書

②
国
際
学
会
で
の
発
表
回
数

②
進
学
後
の
研
究
計
画
書

③
外
国
語
試
験
の
合
格

③
研
究
業
績
（
論
文
数
等
）

④
口
頭
試

問
④

口
頭
試
問

⑤
筆
記
試
験

⑤
グ
ル
ー
プ
討
論

⑥
論
文
博
士
の
授
与
を
行
っ
て
い
な
い

⑥
講
義
体
験
及
び
レ
ポ
ー
ト
等
課
題
提
出

⑦
筆
記
試
験

⑧
G
P
A
の
判
定

⑨
そ
の
他

入
力
例

文
科
大
学

経
済
学
研
究
科

経
済
学
専
攻

B
：
５
年
一
貫

○
○

○
○

○
○

○

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

大
学
名

そ
の
他
の

内
容

⑥
⑦

③
④

⑤
⑧

⑨

質
問
項
目

質
問
項
目

　
学
校
教
育
法
第
1
0
4
条
第
４
項
に
基
づ
く
博
士
学
位

　
（
論
文
博
士
）
授
与
に
あ
た
っ
て
の
条
件
を
お
答
え
く
だ
さ
い

②
③

②
①

課
程
(※
1
)

大
学
番
号

大
学
名

N
O

研
究
科
名

専
攻
名

①
④

⑤
⑥



９
．
学
位
に
つ
い
て
（
続
き
）

【
様
式
１
６
】

大
学
番
号

大
学
名

（
４
）
貴
学
の
大
学
院
に
お
け
る
学
位
の
取
消
規
定
に
つ
い
て
お
答
え
く
だ
さ
い
（
複
数
選
択
可
）
。
　
※
大
学
院
全
体
の
状
況
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。

※
　
該
当
す
る
選
択
肢
に
つ
い
て
プ
ル
ダ
ウ
ン
メ
ニ
ュ
ー
よ
り
「
○
」
ま
た
は
当
て
は
ま
る
も
の
を
選
ん
で
く
だ
さ
い

（
４
）
学
位
取
消

　
学
位
の
取
消
に
つ
い
て
お
答
え
く
だ
さ
い

入
力
例

文
科
大
学

大
学
院
全
体

○
○

1
大
学
院
全
体

上
記
規
定
（
ま
た
は
規
程
）
に
基
づ
い
て
、
ま
た
は
慣
例
と
し
て
、
学
位
の
取
消
を
行
っ
た
場
合
、
大
学
と
し
て
公
表

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

④

学
位
規
程
に
学
位
の
取
消
に
関
し
て
規
定
し
て
い
る

学
位
の
取
消
の
手
続
き
に
係
る
規
定
（
ま
た
は
規
程
）
が
あ
る

大
学
番
号

大
学
名

N
O

研
究
科
名

① ② ③ ⑤

質
問
項
目

①
②

③
⑤

学
位
の
取
消
の
公
表
に
係
る
規
定
（
ま
た
は
規
程
）
が
あ
る

①
～
④
に
当
て
は
ま
る
も
の
は
な
い

④



１
０
．
経
済
的
支
援
に
つ
い
て

【
様
式
１
７
】

大
学
番
号

（
１
）
大
学
院
に
お
け
る
独
自
の
経
済
的
支
援
の
取
組
に
つ
い
て
ご
記
入
く
だ
さ
い
（
複
数
の
制
度
が
あ
る
場
合
は
、
す
べ
て
の
制
度
に
つ
い
て
ご
記
入
く
だ
さ
い
）
。
　
※
大
学
院
全
体
の
状
況
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。

（
１
）
大
学
独
自
の
経
済
的
支
援
に
つ
い
て

入
力
例

文
科
大
学

大
学
院
全
体

文
科
大
学
奨
学
金

1
,0
0
0

2
文
科
大
学
研
究
奨
励
金

5
0
0

5

1
大
学
院
全
体

2
大
学
院
全
体

3
大
学
院
全
体

4
大
学
院
全
体

5
大
学
院
全
体

6
大
学
院
全
体

7
大
学
院
全
体

8
大
学
院
全
体

9
大
学
院
全
体

1
0
大
学
院
全
体

1
1
大
学
院
全
体

1
2
大
学
院
全
体

1
3
大
学
院
全
体

1
4
大
学
院
全
体

1
5
大
学
院
全
体

1
6
大
学
院
全
体

1
7
大
学
院
全
体

1
8
大
学
院
全
体

Ｎ
Ｏ

研
究
科
名

大
学
独
自
の
大
学
院
生
向
け
の
研
究
費
助
成
制
度
の
有

無
、
受
給
総
額
、
受
給
者
数
（
グ
ル
ー
プ
数
）
（
※
２
）

制
度
名
称
（
グ

ル
ー
プ
を
対
象
と

す
る
場
合
は
そ
の

旨
明
記
）

総
受
給
人
数

（
人
）

※
２
　
大
学
院
生
（
個
人
及
び
グ
ル
ー
プ
）
を
対
象
に
、
大
学
院
が
独
自
で
設
け
て
い
る
研
究
費
助
成
制
度
の
名
称
、
受
給
総
額
、
受
給
者
数
（
グ
ル
ー
プ
数
）
の
平
成
3
0
年
度
の
実
績
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
研
究
費
助
成
制
度
と
は
、
学
生
の
研
究
費
の
支
援
や
国
際

会
議
等
へ
の
出
席
に
係
る
費
用
の
支
援
を
指
し
ま
す
。
学
部
生
、
大
学
院
生
の
区
別
な
く
対
象
と
し
て
い
る
制
度
も
含
み
ま
す
。
海
外
へ
の
留
学
支
援
は
含
み
ま
せ
ん
。

※
１
　
大
学
院
生
を
対
象
に
、
大
学
院
が
独
自
で
設
け
て
い
る
奨
学
金
制
度
の
名
称
、
受
給
総
額
、
受
給
者
数
の
平
成
3
0
年
度
の
実
績
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
学
部
生
、
大
学
院
生
の
区
別
な
く
対
象
と
し
て
い
る
奨
学
金
制
度
、
大
学
基
金
や
後
援
会
、
同
窓
会
に
よ
る

奨
学
金
制
度
も
含
み
ま
す
。
授
業
料
免
除
、
日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨
学
金
、
財
団
や
民
間
企
業
等
の
外
部
機
関
に
よ
る
奨
学
金
制
度
は
含
み
ま
せ
ん
。

総
受
給
金
額

（
千
円
）

総
受
給
金
額

（
千
円
）

総
受
給
人
数

（
人
）

制
度
名
称

大
学
独
自
の
大
学
院
生
に
対
す
る
奨
学
金
の
有
無
、
受

給
総
額
、
受
給
者
数
（
※
１
）

大
学
名

大
学
番
号

大
学
名



１
１
．
国
際
的
な
人
材
に
つ
い
て

【
様
式
１
８
】

大
学
番
号

大
学
名

（
１
）
世
界
か
ら
優
秀
な
高
度
人
材
を
惹
き
付
け
る
た
め
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
取
組
と
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
（
複
数
選
択
可
）
。

　
　
　
※
大
学
院
全
体
の
状
況
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。
一
部
の
専
攻
や
研
究
科
の
み
行
っ
て
い
る
場
合
は
△
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

※
　
該
当
す
る
選
択
肢
に
つ
い
て
プ
ル
ダ
ウ
ン
メ
ニ
ュ
ー
よ
り
「
○
」
ま
た
は
当
て
は
ま
る
も
の
を
選
ん
で
く
だ
さ
い

（
１
）
世
界
か
ら
優
秀
な
高
度
人
材
を
惹
き
付
け
る
た
め
の
環
境
整
備

① ② ③ ④ ⑤
①
～
④
の
取
組
は
行
っ
て
い
な
い

入
力
例

文
科
大
学

大
学
院
全
体

○
○

△

1
大
学
院
全
体

大
学
番
号

大
学
名

N
O

研
究
科
名

②
③

④

質
問
項
目

①

海
外
留
学
の
た
め
の
奨
学
金
制
度
等
を
通
じ
て
、
日
本
人
大
学
院
生
の
海
外
留
学
に
関
す
る
支
援
を
大
学
と
し

て
組
織
的
に
行
っ
て
い
る

奨
学
金
の
充
実
に
よ
り
、
外
国
人
留
学
生
が
安
心
し
て
勉
強
に
専
念
で
き
る
環
境
を
整
備
し
て
い
る

外
国
人
留
学
生
の
国
内
就
職
お
よ
び
住
環
境
の
充
実
に
対
す
る
支
援
を
大
学
と
し
て
組
織
的
に
行
っ
て
い
る

日
本
留
学
に
関
す
る
情
報
発
信
や
現
地
へ
人
員
の
配
置
を
行
い
、
日
本
へ
の
留
学
を
促
進
し
て
い
る ⑤


